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瀬戸内を西へ
旅行用自転車の多段化を考える
自転車と渓流釣りの不思議な共通点



2

心置きなく旅を楽しむアルミツアーモデル
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島
と
記
す
）
を
２
日
間
走
っ
た
。
全
部
は

走
り
き
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の
報

告
を
し
た
い
と
思
う
。

　

ち
な
み
に
東
京
か
ら
40
歳
で
ユ
ー
タ
ー

ン
し
故
郷
の
滋
賀
県
彦
根
市
に
住
む
私

は
、
１
９
７
２
年
に
ト
ー
エ
イ
・
ラ
ン
ド

ナ
ー
１
台
目
を
オ
ー
ダ
ー
し
て
以
来
、
数

台
の
「
自
転
車
づ
く
り
道
楽
」
を
し
な
が

ら
全
国
各
地
を
走
り
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
ク
リ

ン
グ
（
Ｎ
Ｃ
）
誌
に
も
多
く
の
旅
報
告
を

掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
む
ろ
ん
宮
本
常

一
氏
の
「
生
涯
に
４
千
日
、
地
球
４
周
分

の
16
万
キ
ロ
」（
佐
野
眞
一
著
『
旅
す
る

巨
人
』）
も
歩
い
て
旅
し
、
写
真
を
10
万

枚
以
上
（
周
防
大
島
の
宮
本
常
一
記
念
館

に
分
類
保
存
）
残
し
た
記
録
に
は
到
底
及

ば
な
い
が
、
私
も
約
50
年
の
自
転
車
旅
を

続
け
「
終
活
」
を
兼
ね
進
め
て
い
る
記
録

整
理
が
ツ
ー
リ
ン
グ
数
８
０
３
回
、
の
べ

１
０
７
８
日
分
に
到
達
し
た
（
２
０
２
３

年
12
月
１
日
現
在
）。
写
真
は
デ
ジ
カ
メ

や
ス
マ
ホ
使
用
前
の
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
時

代
を
整
理
中
（
ネ
ガ
や
プ
リ
ン
ト
の
デ
ー

タ
化
と
廃
棄
）
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
万

の
単
位
に
は
軽
く
届
く
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る

と
思
う
。
過
去
の
Ｎ
Ｃ
旅
報
告
の
ご
と
く

前
書
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
最
新
の
旅
報

告
を
始
め
ま
す
。

１
日
目　

広
島
経
由
、
大
畠
駅
か
ら
周
防

大
島
へ

　

２
０
２
３
年
11
月
７
日
、
自
宅
の
Ｊ
Ｒ

最
寄
駅
か
ら
午
前
10
時
15
分
発
下
り
各
停

に
乗
る
。
米
原
か
ら
南
へ
４
つ
目
の
ロ
ー

カ
ル
駅
で
、
列
車
輪
行
は
約
１
ケ
月
前
に

京
都
駅
経
由
で
往
復
、
日
帰
り
で
走
っ
た

舞
鶴
の
西
港
沿
岸
以
来
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
始
ま
り
、

日
本
で
も
ほ
ぼ
３
年
間
、
自
粛
の
生
活
を

強
い
ら
れ
た
。
当
初
の
厳
し
い
外
出
規
制

か
ら
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
マ
ス
ク
着
用
の

強
制
も
２
０
２
３
年
３
月
か
ら
は
「
自
己

判
断
」
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
自

転
車
旅
は
続
け
て
き
た
が
、
電
車
輪
行
は

避
け
て
カ
ー
輪
行
か
、
近
間
の
県
内
や
近

隣
府
県
、
林
道
走
行
ば
か
り
と
な
っ
た
。

　

そ
の
間
に
私
は
所い
わ
ゆ
る謂

高
齢
者
に
到
達
、

現
役
仕
事
を
離
脱
し
て
「
年
金
生
活
者
」

と
な
り
、
金
銭
的
に
は
苦
し
い
な
が
ら
時

間
的
に
は
自
由
な
身
と
な
っ
た
。
さ
て
自

転
車
旅
三ざ
ん
ま
い昧

と
思
っ
た
矢
先
に
コ
ロ
ナ
禍

の
洗
礼
を
受
け
、
自
転
車
で
走
り
回
れ

る
「
健
康
寿
命
」
を
70
歳
位
ま
で
と
設
定

し
て
い
た
残
り
時
間
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て

い
っ
た
。
加
え
て
１
年
ほ
ど
前
か
ら
は
90

歳
台
の
母
親
の
老
齢
化
が
心
身
と
も
に
加

速
し
、
食
事
や
生
活
全
般
の
「
介
護
」
が

必
要
な
体
制
に
突
入
し
た
。

　

そ
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
省
く
が
、

２
０
２
３
年
春
頃
か
ら
は
「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
」
時
代
に
入
り
、
世
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
含
め
観
光
旅
行
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

戻
る
勢
い
で
復
活
し
て
き
た
。
介
護
の
た

め
に
、
ま
た
も
遠
距
離
自
転
車
旅
が
遮
断

さ
れ
た
私
だ
が
、
も
う
残
り
時
間
は
少
な

い
。
介
護
制
度
を
駆
使
し
て
１
〜
２
泊
程

度
の
隙
間
を
何
と
か
算
段
し
、
瀬
戸
内
旅

13
年
目
の
２
０
２
３
年
晩
秋
、
よ
う
や
く

13
回
目
の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
た
。
前
回
の

柳
井
か
ら
少
し
手
前
で
大
お
お
ば
た
け畠

瀬
戸
の
橋
を

渡
り
、
民
俗
学
の
泰た
い
と斗
、
私
が
若
い
時
か

ら
旅
の
原
点
と
尊
敬
・
私
事
し
て
い
る
宮

本
常
一
氏
（
１
９
０
７
〜
81
）
の
生
ま
れ

た
屋
代
島
（
＝
周
防
大
島
、
以
下
周
防
大

　

瀬
戸
内
海
の
本
州
側
を
神
戸
の
東
に
あ

る
芦
屋
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
限
り
な
く

海
辺
に
近
い
道
ば
か
り
を
た
ど
り
な
が
ら

西
へ
走
り
始
め
た
の
は
２
０
１
０
年
２
月

の
こ
と
だ
っ
た
。
当
初
は
仕
事
現
役
時
代

だ
っ
た
か
ら
、
休
日
ご
と
に
私
の
住
む
滋

賀
県
の
琵
琶
湖
東
岸
か
ら
Ｊ
Ｒ
輪
行
に
よ

る
日
帰
り
を
繰
り
返
し
、
岡
山
あ
た
り
を

越
す
と
１
泊
や
２
泊
で
走
り
継
ぎ
、
い
わ

ゆ
る
「
尺
取
り
虫
型
ツ
ー
リ
ン
グ
」
を
つ

な
い
で
９
年
目
の
２
０
１
９
年
４
月
に
12

回
目
の
べ
19
日
目
で
山
口
県
東
端
の
柳
井

駅
ま
で
到
達
し
た
。
※
芦
屋
駅
か
ら
始

め
た
の
は
阪
神
淡
路
大
震
災
と
関
連
す

る
（
旅
報
告
Ｎ
Ｃ
№
３
７
２
「
阪
神
大
震

災
被
災
地
を
走
る
」）
が
、
詳
細
は
い
つ

か
書
き
加
え
た
い
。
後
に
大
阪
駅
と
神
戸

港
間
を
走
っ
た
の
で
大
阪
発
と
し
て
も
よ

い
。

　

本
州
と
橋
で
つ
な
が
っ
た
島
や
、
岬
の

行
き
止
ま
り
道
も
含
め
隅
々
ま
で
巡
っ
た

か
ら
、
日
数
は
多
い
が
西
進
速
度
は
極
め

て
ノ
ロ
ノ
ロ
だ
。
岡
山
東
部
の
牛
窓
が
あ

る
小
豆
島
近
く
の
岬
道
や
、
鉄
道
橋
が
四

国
香
川
県
坂
出
へ
渡
る
児
島
半
島
、
広
島

県
福
山
と
尾
道
の
間
に
あ
る
半
島
か
ら
の

田
島
や
横
島
、
呉
市
の
手
前
に
あ
る
蒲
刈

島
は
幾
つ
か
島
を
つ
な
い
で
走
り
、
音
戸

瀬
戸
を
渡
っ
て
の
倉
橋
島
は
大
き
す
ぎ
て

２
回
に
分
け
て
走
っ
た
。
た
だ
「
し
ま
な

み
海
道
」
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
す
ぎ
る
の
と
、

こ
れ
を
越
え
れ
ば
四
国
今
治
ま
で
行
っ
て

し
ま
う
の
で
敬
遠
し
、
尾
道
港
で
大
橋
を

下
か
ら
見
上
げ
、
向
島
へ
渡
る
「
日
本
一

短
い
船
旅
」
の
フ
ェ
リ
ー
を
見
送
っ
た
。

　

し
か
し
柳
井
駅
に
到
達
し
た
年
の
暮
れ

か
ら
翌
２
０
２
０
年
初
め
頃
に
世
界
的
な

瀬戸内を西へ
限りなく海辺に近い道を自転車で

山本進一
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に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら

輪
行
袋
を
開
け
て
組
み
立
て
16
時
前
に
大

畠
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
距
離
は
30
キ
ロ

足
ら
ず
の
は
ず
だ
が
、
初
め
て
の
コ
ー
ス

で
日
没
が
迫
っ
て
い
る
。
途
中
か
ら
は
ラ

イ
ト
走
行
に
な
り
そ
う
だ
。
島
の
海
沿
い

は
岬
の
ピ
ー
ク
が
繰
り
返
す
か
ら
平
地
の

よ
う
に
距
離
は
稼
げ
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
大
畠
駅
か
ら
す
ぐ
大
島
大
橋
の
袂
た
も
と

の
橋
脚
上
ま
で
、
ぐ
る
り
と
円
を
描
い
て

高
度
を
上
げ
る
。
橋
は
海
面
よ
り
31
メ
ー

ト
ル
、
と
り
わ
け
海
の
橋
は
下
を
大
型
船

が
通
る
か
ら
高
く
し
て
あ
る
。
こ
の
大
島

大
橋
、
じ
つ
は
５
年
前
に
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
と
な
っ
た
。
２
０
１
８
年
10
月
末
、
橋

を
く
ぐ
っ
た
２
万
５
千
ト
ン
の
大
型
貨
物

船
が
橋
脚
に
衝
突
し
、
島
へ
水
を
送
る
水

道
管
が
損
傷
し
て
全
島
が
１
週
間
以
上

断
水
し
た
。
新
聞
に
は
「
瀬
戸
内
の
ハ

ワ
イ
届
か
ぬ
水
」「
観
光
打
撃
、
死
活
問

題
」
な
ど
の
大
き
な
見
出
し
が
並
び
全
国

小
雨
も
降
る
下
り
坂
の
天
気
に
帰
路
を
考

え
、
周
防
大
島
へ
の
橋
を
く
ぐ
り
大
畠
駅

に
は
12
時
に
着
い
た
が
、
島
へ
渡
る
こ
と

は
次
回
と
し
て
約
８
キ
ロ
先
の
柳
井
駅
ま

で
走
り
ピ
リ
オ
ド
と
し
た
。
そ
れ
で
も
山

口
県
に
到
達
し
、
全
国
で
自
転
車
未
走
県

を
一
つ
制
覇
、
47
都
道
府
県
の
う
ち
残
り

は
沖
縄
県
だ
け
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
の
月
日
が
流
れ
た
こ
と

は
冒
頭
に
書
い
た
通
り
で
あ
る
。
晩
秋
の

日
没
は
早
く
、
晴
れ
て
い
て
も
16
時
に
日

が
傾
き
17
時
に
は
暗
く
な
り
は
じ
め
る
。

１
泊
目
の
宿
の
位
置
次
第
で
今
日
中
に
島

へ
渡
る
か
、
明
日
に
す
る
か
微
妙
な
選
択

肢
だ
。
島
に
は
20
軒
余
の
宿
泊
施
設
が
あ

る
こ
と
は
調
べ
て
い
る
が
、
昔
か
ら
事
前

予
約
は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
く
当
日

午
後
の
電
話
か
飛
び
込
み
が
多
い
。
島
に

は
旅
館
と
民
宿
が
半
分
ほ
ど
あ
り
、
他
は

「
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
観
光

地
の
高
級
（
高
宿
泊
料
）
施
設
や
キ
ャ
ン

プ
場
ば
か
り
だ
。

　

高
級
と
キ
ャ
ン
プ
場
は
省
い
て
、
駅
の

待
合
室
か
ら
ス
マ
ホ
（
以
前
は
公
衆
電
話

が
定
番
だ
っ
た
）
で
何
軒
か
に
電
話
を
入

れ
て
み
る
。
案
の
定
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
た

め
休
業
中
ば
か
り
で
、
何
よ
り
開
口
一
番

「
１
人
で
す
が
」
と
伝
え
る
こ
と
も
あ
り

５
軒
ほ
ど
不
可
で
あ
る
。
次
策
は
駅
周
辺

だ
が
大
畠
に
は
宿
が
な
い
よ
う
で
、
柳
井

ま
で
行
け
ば
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
も
あ
り
、

こ
れ
は
最
後
の
手
段
。
少
し
遠
い
が
更
に

島
の
宿
に
電
話
す
る
と「
素
泊
ま
り
な
ら
」

と
い
う
懐
か
し
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
と
い
う
し
食
事

は
な
ん
と
か
な
る
と
即
決
し
た
が
、
地
図

を
見
る
と
島
の
中
央
付
近
の
先
ま
で
一
気

禍
の
間
は
ほ
と
ん
ど
列
車
輪
行
は
せ
ず
、

若
狭
湾
か
ら
舞
鶴
方
面
も
車
で
現
地
ま
で

何
度
も
往
復
し
た
が
、
今
回
に
備
え
久
々

で
分
解
と
組
み
立
て
を
復
習
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
私
の
記
録
で
は
列
車
輪
行
４
４
４

日
（
カ
ー
輪
行
３
５
０
日
・
船
輪
行
27
日
）

を
数
え
る
が
、
や
は
り
間
が
空
く
と
腕
が

鈍
る
も
の
で
あ
る
。

　

輪
行
す
る
な
ら
早
い
時
間
の
列
車
に
乗

り
現
地
に
入
り
た
い
が
、
今
回
は
母
の
介

護
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
お
泊
り
預
け
）
の

迎
え
時
間
が
９
時
す
ぎ
な
の
で
致
し
方
な

い
。
当
初
の
瀬
戸
内
日
帰
り
は
青
春
18

き
っ
ぷ
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

始
発
か
ら
終
電
近
く
の
帰
宅
ま
で
フ
ル
に

活
用
し
た
。
ち
な
み
に
新
幹
線
を
使
え
ば

私
の
ロ
ー
カ
ル
駅
か
ら
で
も
、
新
大
阪
で

始
発
み
ず
ほ
に
乗
れ
ば
広
島
に
８
時
半
す

ぎ
、
鹿
児
島
中
央
駅
に
も
11
時
す
ぎ
に
着

く
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
は
11
時
に
京
都
駅
で
新
幹
線
の
ぞ

み
に
乗
り
換
え
広
島
着
は
13
時
ご
ろ
、
山

陽
本
線
各
停
に
乗
り
継
ぎ
岩
国
を
経
て
大

畠
駅
へ
15
時
す
ぎ
に
着
い
た
。
大
畠
駅
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
４
月
23
日
以

来
で
４
年
半
ぶ
り
。
そ
の
時
の
瀬
戸
内
12

回
目
は
呉
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
２
泊
３

日
、
２
回
目
の
倉
橋
島
を
南
端
の
鹿
島
ま

で
渡
り
、
戻
っ
て
呉
駅
前
で
泊
ま
っ
た
。

２
日
目
は
広
島
市
内
で
平
和
記
念
公
園
や

原
爆
ド
ー
ム
を
訪
ね
、
厳
島
に
渡
船
が
あ

る
宮
島
口
と
岩
国
の
間
の
大
竹
駅
近
く
に

泊
ま
っ
た
。
３
日
目
は
安
芸
灘
の
海
沿
い

を
山
陽
本
線
と
並
行
し
て
南
下
す
る
国
道

１
８
８
号
線
を
た
ど
り
、
そ
れ
で
も
僅
か

な
旧
道
や
小
さ
な
駅
、
港
の
突
堤
な
ど
に

寄
り
道
し
て
ノ
ン
ビ
リ
と
走
っ
た
。
一
時

下田

伊崎 沖家室島

神浦

片添ヶ浜
船越

厨子ヶ鼻

和田

小泊

油宇

松ヶ鼻
伊保田

情島

日向泊
両源田

平野

日良居

国道 437 号線

大崎鼻

久賀

安下庄

出井

横見

小松

大島大橋
大畠駅
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る
。
近
所
で
尋
ね
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ

が
、
そ
れ
も
今
回
は
控
え
た
。
た
だ
当
時

の
海
辺
が
現
在
は
５
百
メ
ー
ト
ル
近
く
沖

ま
で
埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
国

道
４
３
７
号
線
が
通
り
、
漁
港
や
道
の
駅

「
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
」（
現
周
防
大
島
町

の
旧
町
の
一
つ
が
東
和
町
だ
っ
た
、
本
日

休
館
）、
温
泉
施
設
、
陸
上
競
技
場
な
ど

が
海
近
く
に
並
び
、
一
帯
は
「
瀬
戸
内
の

ハ
ワ
イ
」
ら
し
く
ヤ
シ
の
林
が
広
が
っ
て

い
る
。
海
岸
の
埋
立
て
は
宮
本
氏
が
「
私

の
日
本
地
図
」（
全
15
巻
）
を
書
い
て
い

た
当
時
す
で
に
始
ま
っ
て
い
て
、
写
真
を

メ
イ
ン
と
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
本
の
「
瀬

戸
内
海
Ⅲ
」
に
も
、
付
近
の
工
事
の
様
子

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
今
回
の

旅
の
前
後
に
何
度
も
読
み
返
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
２
キ
ロ
ほ
ど
東
の
平
野
と
い

う
町
の
海
岸
沿
い
に
現
在
の
町
役
場
が
あ

り
、
隣
接
し
て
「
宮
本
常
一
記
念
館
」
と

「
星
野
哲
郎
記
念
館
」（
作
詞
家
）
が
建

つ
。
私
に
と
っ
て
宮
本
常
一
記
念
館
は
、

２
０
０
４
年
に
「
周
防
大
島
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
」（
施
設
全
体
の
名
称
）
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
い
つ
か
行
き
た
い

宗
教
の
「
総
本
山
」
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

19
年
目
に
到
達
し
た
が
、
な
ん
と
玄
関
に

は
「
定
休
日
」
の
大
き
な
看
板
。
昨
晩
、

資
料
を
見
て
い
て
水
曜
が
休
館
日
と
知
っ

た
の
だ
が
、
中
が
見
え
る
玄
関
ガ
ラ
ス
扉

の
前
ま
で
来
て
の
現
実
に
は
打
ち
の
め
さ

れ
た
。
明
日
に
は
と
て
も
来
ら
れ
な
い
の

で
今
回
は
あ
き
ら
め
、
ま
た
い
つ
の
日
か

自
転
車
と
と
も
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
思
う
。

　

ま
だ
時
刻
は
８
時
半
、
こ
こ
で
半
日
く

ら
い
す
ご
す
予
定
で
い
た
が
、
気
を
取
り

た
こ
と
が
逆
に
吉
と
な
っ
た
。
明
日
は
２

キ
ロ
ほ
ど
先
に
あ
る
宮
本
常
一
記
念
館

（
資
料
館
）
に
寄
り
、
島
の
東
端
か
ら
南

岸
を
回
っ
て
一
周
す
る
つ
も
り
だ
が
、
今

度
は
吉
か
ら
一
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

２
日
目　

周
防
大
島
の
東
端
か
ら
南
岸
へ

　

11
月
８
日
、
朝
は
少
し
ひ
ん
や
り
し
て

10
℃
く
ら
い
、日
中
は
20
℃
を
少
し
超
す
、

晴
れ
予
報
の
い
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
朝
食
な
し
の
素
泊
ま
り
宿
だ
か
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
お
に
ぎ
り
な
ど
で
す
ま
せ
、
秋

の
短
日
ゆ
え
早
め
の
７
時
半
に
走
り
始
め

る
。
港
の
周
辺
を
見
た
あ
と
、
す
ぐ
隣
に

つ
な
が
る
長
崎
の
町
（
村
）
に
あ
る
大
き

な
神
社
が
下
田
八
幡
宮
、
そ
の
森
に
沿
っ

て
山
側
へ
少
し
坂
を
登
る
と
神
宮
寺
、
こ

こ
に
宮
本
常
一
氏
の
墓
が
あ
る
。
か
つ
て

愛
読
作
家
・
檀
一
雄
の
小
説
舞
台
や
晩
年

を
過
ご
し
た
博
多
湾
の
能
古
島
、
墓
が
あ

る
福
岡
県
柳
川
市
な
ど
を
訪
ね
た
（
旅
報

告
Ｎ
Ｃ
№
３
５
９
「
檀
一
雄
へ
の
道
」）

こ
と
も
あ
る
が
、
今
回
は
寺
の
門
前
を
見

て
引
き
返
し
た
。
宮
本
常
一
氏
の
没
後
に

多
く
の
研
究
者
や
私
の
よ
う
な「
信
奉
者
」

が
訪
れ
て
、
何
冊
も
の
関
連
著
書
を
発
表

し
て
い
る
か
ら
、
も
う
私
の
出
番
で
も
な

か
ろ
う
と
遠
慮
す
る
。

　

坂
を
下
っ
て
下
田
八
幡
宮
に
戻
る
。
こ

の
神
社
の
隣
に
宮
本
常
一
氏
の
生
家
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
著
書
に
「
私
の

家
は
長
崎
の
お
宮
の
森
の
東
北
の
下
に
あ

る
」（『
私
の
日
本
地
図
９
瀬
戸
内
海
Ⅲ
』

昭
和
46
年
発
行
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
続

け
て
「
家
の
裏
は
石
垣
を
へ
だ
て
て
す
ぐ

海
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
現
在
の
神
社
鳥

居
前
の
旧
道
沿
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

を
急
ぐ
。
し
か
し
岬
ご
と
に
急
な
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
が
繰
り
返
し
、
通
勤
時
で
車
両
も

多
く
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
。

　

そ
の
久
賀
の
町
ま
で
40
分
、
コ
ン
ビ
ニ

店
が
あ
り
念
の
た
め
食
品
を
仕
入
れ
る
。

こ
こ
か
ら
何
年
ぶ
り
か
の
ラ
イ
ト
走
行
、

こ
の
先
の
岬
の
大
崎
鼻
に
は
急
な
上
り
や

ト
ン
ネ
ル
も
あ
り
、
一
気
に
下
る
と
次
の

小
ピ
ー
ク
を
経
て
日
良
居
の
町
。
こ
こ
で

宿
に
電
話
し
て
場
所
を
確
認
す
る
。
ス
マ

ホ
で
地
図
を
見
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
暗
い

夜
道
で
老
眼
で
は
面
倒
だ
。
こ
こ
に
も
コ

ン
ビ
ニ
店
が
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
仕

入
れ
る
。
あ
と
10
キ
ロ
ほ
ど
だ
が
17
時
を

す
ぎ
て
す
っ
か
り
暗
く
な
り
、
大
き
な
岬

の
付
け
根
を
横
断
す
る
山
越
え
と
幾
つ
か

小
ピ
ー
ク
が
あ
る
よ
う
だ
。
宿
の
あ
る
西

方
下
田
（
し
も
だ
で
な
く
し
た
た
）
の
海

辺
の
宿
に
17
時
40
分
に
着
い
た
。
２
階
の

部
屋
か
ら
港
と
海
が
見
え
る
。
す
ぐ
下
が

国
道
だ
が
、
も
う
島
の
末
に
近
い
か
ら
日

暮
れ
て
車
は
め
っ
た
に
通
ら
な
い
。
対
岸

の
灯
は
本
州
側
の
よ
う
だ
。
大
畠
駅
か
ら

約
25
キ
ロ
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
標
高
差
合

計
は
２
３
８
メ
ー
ト
ル
、
僅
か
な
走
り
に

時
間
を
か
け
て
い
る
が
マ
イ
ペ
ー
ス
、
昔

か
ら
の
ノ
ン
ビ
リ
旅
で
あ
る
。

　

風
呂
に
入
り
浴
衣
を
着
て
カ
ン
ビ
ー
ル

を
抜
き
、
ゆ
っ
く
り
と
地
図
（
昔
か
ら
の

国
土
地
理
院
５
万
分
の
１
地
形
図
）
を
広

げ
る
。
下
田
の
町
（
村
）
は
、
ま
さ
し

く
宮
本
常
一
氏
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、

１
０
０
冊
以
上
の
著
書
を
何
度
も
読
ん
で

き
た
私
に
は
、
こ
の
宿
の
す
ぐ
近
く
の
神

社
隣
に
生
家
、
少
し
山
側
の
寺
に
墓
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
島
の
入
口
近
く
に

宿
が
と
れ
ず
夜
道
を
遠
く
ま
で
走
っ
て
き

で
楽
し
ん
で
き
た
。
し
か
し
夕
景
を
楽
し

む
の
は
春
か
ら
夏
に
限
る
。
な
ぜ
な
ら
秋

冬
の
夕
日
は
「
釣つ
る
べ瓶
落
と
し
」
だ
か
ら
で

あ
る
。
の
ん
び
り
楽
し
む
間
が
な
く
沈
ん

で
す
ぐ
に
暗
く
な
る
。
そ
れ
は
わ
か
っ
て

い
る
の
だ
が
、
橋
の
真
ん
中
で
写
真
を
何

枚
も
撮
っ
た
り
、
下
の
大
畠
瀬
戸
の
速
い

潮
流
や
行
き
交
う
船
を
眺
め
て
い
た
り
す

る
。

　

そ
れ
で
も
16
時
す
ぎ
に
は
島
側
に
着
い

た
。
こ
ち
ら
は
高
い
位
置
で
島
の
道
路
と

Ｔ
字
型
に
結
ば
れ
て
信
号
が
あ
り
、
道
路

標
識
の
奥
の
山
裾
斜
面
に
「
Ｓ
Ｕ
Ｏ　

Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
の
大
き
な
白
色
文
字
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
左
折
し
て
宿
に
向

か
う
。
橋
を
振
り
返
る
と
黄
緑
色
の
ト
ラ

ス
鉄
枠
が
夕
日
を
浴
び
て
群
青
色
の
海
面

の
上
に
輝
い
て
お
り
、
ま
た
自
転
車
を
止

め
て
写
真
を
撮
る
。
い
っ
こ
う
に
は
か
ど

ら
な
い
。
10
キ
ロ
ほ
ど
先
に
久
賀
と
い
う

島
最
大
の
町
が
あ
り
暗
く
な
り
始
め
た
道

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

そ
の
大
島
大
橋
へ
は
大
畠
駅
か
ら
国
道

１
８
８
号
線
を
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東

進
し
て
取
付
道
路
を
左
折
、
ル
ー
プ
状
に

ほ
ぼ
１
周
し
て
袂
に
着
い
た
。
先
の
左
折

地
点
近
く
で
国
道
４
３
７
号
が
内
陸
か
ら

合
流
し
て
島
へ
分
岐
す
る
。
４
３
７
号
は

島
東
端
の
伊
保
田
で
海
に
消
え
る
が
、
路

線
と
し
て
は
四
国
に
渡
り
松
山
港
か
ら
松

山
城
近
く
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
海
を
渡

る
国
道
は
「
海
上
国
道
」
と
呼
ば
れ
幾
つ

か
あ
る
が
、
鹿
児
島
県
か
ら
種
子
島
、
奄

美
大
島
な
ど
を
経
て
沖
縄
県
那
覇
市
に
至

る
58
号
は
最
長
で
有
名
、
ロ
マ
ン
の
あ
る

国
道
だ
。
か
つ
て
旅
し
た
愛
媛
県
八
幡
浜

か
ら
大
分
県
に
至
る
国
道
１
９
７
号
は
四

国
と
九
州
の
間
の
豊
後
水
道
・
豊
予
海
峡

を
渡
る
（
旅
報
告
Ｎ
Ｃ
№
３
５
２
「
豊
予

海
あ
た
り
」）。

　

大
島
大
橋
は
長
さ
１
０
０
２
メ
ー
ト
ル

で
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
国
内
４
位
と
い
い
、

片
側
に
狭
い
歩
道
が
あ
る
。
車
道
側
は
自

転
車
禁
止
の
よ
う
で
歩
道
を
行
く
が
、
通

勤
や
通
学
で
歩
く
人
や
自
転
車
が
思
っ
た

よ
り
多
く
、
自
転
車
同
士
の
対
向
は
危
な

く
歩
行
者
と
も
す
れ
す
れ
だ
。
む
ろ
ん
旅

人
の
私
が
遠
慮
し
て
対
向
自
転
車
に
は
こ

ち
ら
が
停
止
し
、
歩
行
者
を
抜
く
と
き
は

静
か
に
声
を
か
け
る
。
ベ
ル
は
決
し
て
鳴

ら
さ
な
い
（
違
法
だ
が
車
体
に
装
着
せ
ず

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
あ
る
）。

　

ち
ょ
う
ど
橋
の
上
で
日
没
時
刻
が
迫
っ

た
。
瀬
戸
の
夕
日
は
美
し
く
『
瀬
戸
の
花

嫁
』
の
「
瀬
戸
は
日
暮
れ
て
夕
波
小
波

…
…
」
の
よ
う
に
、
私
の
大
好
き
な
情
景

の
一
つ
だ
。
明
石
海
峡
や
瀬
戸
大
橋
周

辺
（
旧
宇
高
連
絡
船
）
な
ど
多
く
の
場
所
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あ
る
…
」
と
記
し
て
い
る
。

　

私
は
北
岸
最
東
端
よ
り
１
キ

ロ
ほ
ど
戻
っ
た
雨
振
の
西
側
か

ら
「
低
い
丘
」
を
越
え
南
岸
の

日
向
泊
に
行
っ
て
み
た
。
急
坂

を
上
り
下
り
５
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
寄
り
道
だ
が
、
南
岸
は
伊

予
灘
に
面
し
て
明
る
い
海
が
広

が
り
沖
の
向
こ
う
は
愛
媛
県

だ
。
ミ
カ
ン
畑
が
急
斜
面
に
海

ま
で
広
が
っ
て
民
家
は
数
戸
ば

か
り
の
よ
う
で
あ
る
。
先
の
高

齢
女
性
は
、
最
近
移
り
住
ん
だ

人
が
多
い
と
話
し
て
い
た
。
別

荘
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

か
ら
南
岸
を
行
く
道
は
な
い
の

で
再
び
雨
振
に
戻
り
、
さ
ら
に

伊
保
田
ま
で
引
き
返
し
て
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
近
く
の
小
店
で
昼

食
用
の
パ
ン
な
ど
調
達
、
こ
の

先
に
食
堂
は
な
さ
そ
う
だ
。
標

高
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ピ
ー
ク

に
小
学
校
が
建
ち
、
短
い
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
南
岸
の
油
宇

へ
出
た
。
油
宇
は
港
町
、
東
西

を
岬
や
突
堤
に
囲
ま
れ
て
５
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
民
家
が
続
く
。

　

油
宇
か
ら
は
西
へ
馬
ヶ
原
、

小
泊
、
和
佐
の
３
集
落
を
つ
な

ぐ
約
10
キ
ロ
の
海
辺
の
道
だ

が
、
北
岸
と
異
な
り
こ
ち
ら
は

急
峻
の
岬
の
小
峠
道
が
繰
り
返

す
。
各
集
落
と
も
海
沿
い
に
細

長
く
、
海
岸
の
新
道
に
は
低
い

な
が
ら
堤
防
が
延
々
と
続
い
て

い
る
。
宮
本
氏
の
本
で
見
る
当

時
の
写
真
で
は
美
し
い
砂
浜
の

が
ら
１
時
間
余
か
か
っ
た
。
今
治
へ
の

フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
が
あ
り
海
上
国
道
は
四

国
へ
つ
な
が
る
。
こ
の
町
か
ら
南
岸
へ
抜

け
る
山
越
え
道
を
た
ど
る
つ
も
り
だ
が
、

北
岸
に
あ
と
２
つ
集
落
が
あ
り
、
町
は
ず

れ
の
看
板
「
２
キ
ロ
先
行
き
止
り
」
を
承

知
で
行
っ
て
み
る
。
こ
こ
か
ら
は
車
１
台

ぎ
り
ぎ
り
の
堤
防
や
崖
沿
い
道
と
な
り
、

地
元
車
が
来
る
と
自
転
車
で
も
す
れ
違
え

ず
幅
の
あ
る
と
こ
ろ
に
待
避
す
る
。
雨

振
、
両
源
田
と
い
う
数
戸
ば
か
り
が
並
ぶ

集
落
で
島
東
端
の
道
は
尽
き
た
。
細
い
山

道
が
最
奥
の
瀬
戸
ヶ
鼻
に
続
い
て
い
る
よ

う
だ
。
平
野
か
ら
約
17
キ
ロ
。
こ
の
す
ぐ

沖
に
は
情
島
と
い
う
人
の
住
む
小
島
が
あ

る
。

　

こ
こ
で
引
き
返
す
。
雨
振
の
道
端
で
畑

の
手
入
れ
を
し
て
い
た
高
齢
の
女
性
に
声

を
か
け
て
み
た
。
音
の
し
な
い
自
転
車
だ

か
ら
突
然
の
余
所
者
に
驚
か
れ
た
が
、
宮

本
常
一
氏
の
著
書
に
あ
る
「
中
本
と
い
う

旧
家
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
そ
ば
の

家
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
50
年
余
の
今
も

現
存
し
て
い
て
建
て
替
え
た
の
か
ど
う

か
、
し
か
し
「
家
人
は
住
ん
で
い
な
い
」

と
い
う
。ち
な
み
に
雨
振
の
読
み
方
を「
あ

ま
ふ
り
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
宮
本
氏
は

当
時
の
本
に
中
本
家
の
写
真
と
「
伊
保
田

の
東
に
雨
降
〈
原
文
は
振
で
な
く
降
〉
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
に
中
本
と
い

う
旧
家
が
あ
る
。
三
〇
〇
年
あ
ま
り
も
こ

こ
に
住
み
つ
き
、
幕
末
の
頃
か
ら
生
魚
の

問
屋
を
し
て
い
た
…
東
和
町
第
一
の
富
豪

で
あ
っ
た
…
」
と
書
き
、
両
源
田
と
と
も

に
紹
介
し
た
あ
と
「
雨
降
〈
振
〉
か
ら
低

い
丘
を
こ
え
た
南
側
に
日
向
泊
（
ひ
う
が

ど
ま
り
）
が
あ
る
。
南
岸
東
端
の
集
落
で

直
し
て
島
廻
り
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
島
は

東
端
ま
で
20
キ
ロ
足
ら
ず
し
か
な
く
、
先

端
を
周
回
す
る
道
路
は
な
い
が
行
っ
て
み

る
。
平
野
か
ら
次
の
岬
を
回
る
と
神
浦
、

内
入
、
和
田
と
海
辺
の
静
か
な
村
が
あ

り
、
厨
子
ヶ
鼻
と
い
う
岬
に
星
野
哲
郎
作

詞
「
な
み
だ
船
」
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
た
。

平
野
か
ら
10
キ
ロ
ほ
ど
、
こ
こ
ま
で
来
る

と
車
は
め
っ
た
に
通
ら
な
く
な
り
、
海
の

水
は
青
く
美
し
く
輝
い
て
き
た
。
沖
に
は

ポ
カ
リ
ポ
カ
リ
と
、
い
か
に
も
瀬
戸
内
海

ら
し
い
小
島
が
幾
つ
も
浮
か
ん
で
い
る
。

松
ヶ
鼻
の
岬
に
は
戦
艦
陸
奥
の
沈
没
碑
が

あ
り
、
周
辺
に
記
念
館
が
あ
っ
て
公
園
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
戦
艦
陸
奥
は
第
二
次

大
戦
中
の
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
、
こ

の
沖
の
海
域
で
事
故
沈
没
し
千
百
余
人
の

乗
員
が
死
亡
し
た
と
碑
文
に
あ
る
。

　

松
ヶ
鼻
か
ら
急
坂
を
下
る
と
国
道

４
３
７
号
の
島
の
終
点
、
伊
保
田
の
町
に

入
っ
た
。
平
野
か
ら
約
14
キ
ロ
、
休
み
な
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分
、
走
行
60
キ
ロ
を
超
す
。
北
岸
は
前
夜

泊
ま
っ
た
民
宿
近
く
の
下
田
西
端
に
出

た
。
こ
こ
か
ら
大
畠
駅
へ
は
昨
夕
に
途
中

か
ら
ラ
イ
ト
走
行
と
な
っ
た
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
多
い
国
道
４
３
７
号
の
「
逆
走
」
約

25
キ
ロ
で
あ
る
。
日
没
ま
で
１
時
間
半
ほ

ど
、
も
う
写
真
も
撮
ら
な
い
、
道
草
も
し

な
い
、
ま
だ
走
れ
ば
走
れ
る
も
の
だ
。
遠

い
昔
の
若
い
頃
の
ガ
ム
シ
ャ
ラ
の
走
り
方

で
も
あ
る
。
島
の
入
口
の
大
島
大
橋
に
17

時
ち
ょ
う
ど
に
着
い
て
し
ま
っ
た
。
日
没

と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
る
。

　

大
畠
駅
に
は
17
時
10
分
、
走
行
距
離
は

88
キ
ロ
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
獲
得
標
高
差

は
ア
ッ
プ
１
０
７
２
メ
ー
ト
ル
。
若
い
人

は
と
も
か
く
高
齢
者
の
筆
者
に
と
っ
て
は

ア
ッ
パ
レ
な
記
録
で
あ
る
。
暗
く
な
り
始

め
た
駅
前
で
自
転
車
を
た
た
ん
で
袋
に
詰

め
、
待
合
室
に
座
り
カ
ン
ビ
ー
ル
で
一
人

乾
杯
し
て
も
18
時
06
分
発
広
島
方
面
各
停

に
は
余
裕
が
あ
っ
た
。
広
島
で
20
時
す
ぎ

新
幹
線
の
ぞ
み
東
京
行
最
終
に
乗
っ
た
。

今
夜
は
京
都
か
ら
各
停
に
乗
り
換
え
る
の

だ
が
、
遠
い
昔
に
何
度
か
、
九
州
か
ら
当

時
住
ん
で
い
た
東
京
へ
、
長
旅
を
終
え
て

電
光
の
ご
と
く
帰
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
「
瀬
戸
内
を
西
へ
」

の
旅
は
、
い
つ
完
結
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
回
は
周
防
大
島
の
続
き
を
や
り
、
宮
本

常
一
記
念
館
も
訪
れ
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
西

の
長
大
な
室
津
半
島
を
南
下
し
、
上
関
を

経
て
先
端
ま
で
走
っ
て
い
る
と
、
ま
だ
ま

だ
西
へ
の
ゴ
ー
ル
は
見
え
な
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
２
０
２
３
年
12
月
末
記
）

気
分
は
爽
快
だ
。
か
つ
て
沖
家
室
は
瀬
戸

内
屈
指
の
漁
港
で
、
江
戸
時
代
の
繁
栄
ぶ

り
は
「
家
室
千
軒
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。

ピ
ー
ク
の
明
治
時
代
に
は
３
千
人
を
超
え

た
が
、
昭
和
以
後
減
少
の
一
途
を
た
ど
り

現
在
は
２
百
人
台
と
か
、
平
成
時
代
に
は

高
齢
化
率
が
ト
ッ
プ
で
「
日
本
一
の
長
寿

郷
」（
榎
並
悦
子
写
真
集
）
と
話
題
に
な
っ

た
。
橋
か
ら
ル
ー
プ
を
下
り
る
と
、
確
か

に
民
家
が
密
集
し
て
い
る
港
町
が
あ
り
、

旧
道
や
家
々
の
間
の
道
は
１
人
が
や
っ
と

通
れ
る
ほ
ど
の
狭
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し

か
し
人
は
少
な
く
閑
散
と
し
て
い
る
。
店

舗
や
観
光
施
設
も
な
い
よ
う
だ
。
島
道
の

最
奥
ま
で
約
１
・
５
キ
ロ
、
キ
ャ
ン
プ
場

で
道
が
尽
き
た
。
オ
キ
カ
ム
ロ
（
沖
家

室
）
の
語
の
響
き
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い

た
が
、
現
実
の
島
は
厳
し
い
過
疎
化
の
中

に
あ
る
よ
う
だ
。

　

沖
家
室
大
橋
に
戻
っ
て
地
図
を
広
げ

る
。
時
刻
は
14
時
半
を
す
ぎ
、
母
親
の
介

護
の
都
合
で
今
日
中
か
明
日
の
昼
頃
に
は

帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
周
防
大

島
の
南
岸
残
り
と
西
岸
を
全
走
す
る
の
は

無
理
の
よ
う
だ
。
日
の
長
い
夏
な
ら
ば
と

も
か
く
日
没
ま
で
２
時
間
ほ
ど
し
か
な

い
。
き
ょ
う
は
す
で
に
50
キ
ロ
以
上
走
っ

て
き
た
か
ら
体
力
的
に
も
限
界
だ
。
島
の

ど
こ
か
に
泊
ま
れ
て
も
明
日
は
帰
途
の
み

に
な
る
。
と
す
れ
ば
「
撤
退
」
か
。
い
ろ

い
ろ
考
え
て
こ
の
南
端
か
ら
北
岸
へ
戻
り

昨
日
の
ス
タ
ー
ト
地
の
大
畠
駅
を
め
ざ
す

こ
と
に
す
る
。
目
標
は
日
没
ま
で
に
。

　

残
っ
た
岬
め
ぐ
り
は
沖
家
室
島
対
岸
の

地
家
室
か
ら
伊
崎
ま
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

繰
り
返
し
15
時
、
南
岸
か
ら
北
岸
へ
出
る

最
短
で
標
高
差
の
少
な
い
船
越
に
15
時
10

村
々
だ
っ
た
。
走
っ
て
い
く
の
は
県
道
の

舗
装
道
だ
が
、
海
際
の
断
崖
上
を
通
る

箇
所
も
あ
り
車
１
台
が
や
っ
と
の
道
幅
。

馬
ヶ
原
か
ら
小
泊
の
岬
道
で
は
麓
の
集
落

か
ら
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
て
き

た
。
小
泊
の
港
の
突
堤
で
小
休
止
し
パ
ン

で
昼
食
と
す
る
。
こ
こ
ま
で
の
岬
道
で
は

１
台
の
車
に
も
会
わ
な
か
っ
た
。

　

小
泊
に
続
く
和
佐
で
南
岸
の
道
は
一
旦

尽
き
、
北
岸
の
神
浦
へ
横
断
す
る
山
越
え

の
ピ
ー
ク
付
近
か
ら
島
の
尾
根
筋
を
東
西

に
縦
断
す
る
広
域
農
道
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
が
島
の
入
口
の
大
橋
ま
で
続
い
て
い

る
。
秩
父
の
「
み
か
ぼ
林
道
」
や
奥
武
蔵

の
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
」、
伊
豆
半
島
の

修
善
寺
か
ら
天
城
越
え
な
ど
と
同
様
に
、

横
断
道
と
交
差
し
な
が
ら
激
し
い
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
す
よ
う
だ
。
あ
ま
り
走

り
た
く
な
い
道
だ
が
南
岸
道
が
な
い
３
キ

ロ
だ
け
我
慢
し
て
、
宮
本
常
一
記
念
館
の

あ
る
平
野
か
ら
の
道
と
交
わ
る
地
点
で
南

岸
の
片
添
ヶ
浜
に
下
る
。
こ
こ
か
ら
は
南

岸
と
西
岸
を
つ
な
い
で
、
ほ
ぼ
海
沿
い
に

周
回
が
可
能
に
な
る
。
片
添
ヶ
浜
は
ハ
ワ

イ
ビ
ー
チ
を
モ
デ
ル
に
整
備
さ
れ
た
白
い

砂
浜
と
青
い
海
辺
に
ヤ
シ
の
林
が
つ
な
が

る
観
光
地
。
シ
ャ
レ
た
宿
泊
施
設
も
あ
り

休
日
や
シ
ー
ズ
ン
中
は
大
混
雑
だ
ろ
う

が
、
オ
フ
の
平
日
だ
か
ら
閑
散
と
し
て
い

る
。
の
ん
び
り
と
ハ
ワ
イ
気
分
で
走
り
な

が
ら
島
南
端
の
沖
家
室
島
を
め
ざ
す
。
小

積
、
大
積
の
小
集
落
を
経
て
、
ま
た
岬
道

を
登
り
沖
家
室
島
に
渡
る
沖
家
室
大
橋
へ

14
時
に
着
い
た
。

　

１
９
８
３
（
昭
和
58
年
）
に
開
通
し
た

橋
は
長
さ
３
８
０
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
高
い

位
置
を
通
っ
て
お
り
、
島
か
ら
島
へ
渡
る
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れ
る
が
、
そ
の
時
は
地
盤
な
ど
山
奥
に
行

く
に
は
リ
ス
ク
が
高
い
。
本
州
で
も
東
北

地
方
ま
で
出
か
け
る
と
良
い
の
だ
ろ
う
が

日
数
的
に
も
無
理
だ
。
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る

穴
場
と
い
う
所
を
狙
う
、
２
万
５
千
分
の

一
の
地
図
で
水
色
の
線
が
入
っ
て
い
な
い

よ
う
な
細
い
谷
を
探
す
。

　

谷
の
入
口
は
全
く
釣
れ
な
い
の
に
小
さ

い
滝
を
越
え
て
更
に
奥
へ
進
む
と
信
じ
ら

れ
な
い
大
物
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
自

転
車
に
例
え
る
と
地
方
の
小
さ
な
店
を
探

し
、
こ
ん
な
所
に
何
も
な
い
だ
ろ
う
と
入

る
と
、
と
ん
で
も
な
い
お
宝
が
眠
っ
て
い

た
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
似
て
い

る
。
人
が
多
く
入
る
谷
で
は
魚
は
多
く
見

え
る
の
だ
が
馴
れ
て
し
ま
っ
て
隠
れ
る
わ

け
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
餌
に
食
い
付

く
様
子
も
な
い
。
し
か
し
あ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
な
ぜ
か
釣
れ
る
時
が
あ
る
。
こ
れ
は

い
つ
も
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
レ
ア
な
パ
ー
ツ

を
並
べ
て
売
っ
て
く
れ
る
気
配
が
な
い
店

の
主
人
が
、
あ
る
日
突
然
気
前
よ
く
部
品

　

渓
流
で
使
用
す
る
竿
は
使
い
方
が
荒

い
、
釣
り
な
が
ら
移
動
す
る
た
び
に
縮
め

て
収
納
す
る
の
で
接
合
部
の
摩
耗
や
割

れ
、
転
倒
に
よ
る
破
損
も
あ
り
そ
の
度
に

メ
ー
カ
ー
に
そ
の
部
分
を
注
文
す
る
。
そ

れ
か
ら
は
数
年
ご
と
に
買
い
替
え
る
よ
う

に
な
る
が
新
し
い
製
品
の
方
が
値
段
が
安

く
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
全
体
の
仕
上
げ

が
間
易
的
な
作
り
に
な
る
、
近
年
の
物
は

更
に
細
く
軽
く
安
く
な
る
。
グ
リ
ッ
プ
部

も
何
か
巻
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
パ
イ

プ
が
緩
や
か
に
太
く
な
っ
た
構
造
で
見
た

目
は
随
分
味
気
な
い
が
、
カ
ー
ボ
ン
素
材

が
手
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
り
更
に
使
い

心
地
良
い
。

　

狙
う
の
は
渓
流
を
代
表
す
る
ヤ
マ
メ
、

ア
マ
ゴ
、
そ
し
て
最
上
流
部
に
棲
む
イ
ワ

ナ
だ
が
、
い
ず
れ
も
野
生
の
物
は
生
息
域

が
限
ら
れ
る
。
渓
流
魚
は
と
て
も
警
戒
心

が
強
い
、
水
が
澄
ん
で
い
る
の
で
人
の
気

配
を
感
じ
る
と
す
ぐ
物
陰
に
隠
れ
て
し
ま

う
。
雨
の
後
、
水
が
少
し
濁
る
と
良
く
釣

　

餌
で
釣
る
の
に
必
要
な
道
具
は
少
な

く
、
一
番
重
要
な
竿
は
リ
ュ
ッ
ク
に
入
る

よ
う
に
短
く
収
ま
る
物
を
使
用
す
る
。
最

初
は
素
材
が
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
と
呼
ば

れ
る
ガ
ラ
ス
繊
維
製
で
ほ
ぼ
一
般
的
な

物
、
長
さ
は
３
・
３
ｍ
、
そ
れ
か
ら
よ
り

山
奥
に
入
る
と
滝
壺
な
ど
遠
い
ポ
イ
ン
ト

用
に
３
・
９
ｍ
→
４
・
５
ｍ
と
長
く
な
り
、

片
手
で
一
日
中
使
用
す
る
に
は
重
す
ぎ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
５
・
４
ｍ
に
な
る

と
こ
れ
は
重
さ
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

な
っ
た
。

　

魚
が
餌
に
喰
い
付
い
た
感
じ
で
微
妙

な
「
合
わ
せ
」
と
い
う
操
作
が
必
要
な
の

だ
が
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
グ
ニ
ャ
グ

ニ
ャ
し
た
感
じ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず

使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
思
い

切
っ
て
カ
ー
ボ
ン
の
竿
を
買
う
こ
と
に
し

た
。
父
が
使
っ
て
い
た
鮎
竿
は
長
さ
が
８

ｍ
以
上
あ
り
当
然
の
よ
う
に
カ
ー
ボ
ン
製

だ
（
当
時
の
鮎
釣
り
は
ゴ
ル
フ
の
よ
う
な

少
し
セ
レ
ブ
な
趣
味
だ
っ
た
）。

　

父
が
通
っ
て
い
た
馴
染
み
の
釣
具
店
で

初
め
て
カ
ー
ボ
ン
製
５
・
５
ｍ
の
竿
を
手

に
し
た
。
そ
の
感
覚
は
短
い
グ
ラ
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
的
な
物
か
と
思
っ
た
が
全
く
違

い
、
バ
ネ
の
よ
う
な
反
発
力
が
あ
り
も
ち

ろ
ん
細
く
て
軽
い
。
竿
に
は
蒔
絵
の
よ
う

な
ラ
メ
入
り
の
塗
装
に
グ
リ
ッ
プ
部
分
に

は
藤
が
巻
か
れ
て
い
る
。
価
格
は
３
万
円

で
同
じ
５
・
５
ｍ
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

製
の
５
倍
は
し
た
。
実
際
に
使
用
し
た
感

じ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
自
転
車
に

例
え
る
と
ア
メ
黒
の
１-

3/8
タ
イ
ヤ
か
ら

チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
タ
イ
ヤ
（
当
時
使
っ
て
い

た
最
も
安
い
物
で
は
あ
る
が
）
く
ら
い
の

差
が
あ
る
と
思
っ
た
。

住
ん
で
い
る
大
阪
の
中
心
部
の
ド
ブ
川
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
水
の
綺
麗
さ
が
真
に

心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
感
じ
だ
。
中
学
生
に

な
る
頃
に
は
自
分
で
釣
竿
や
道
具
を
用
意

し
一
人
で
谷
に
入
っ
た
。
父
が
鮎
釣
り
を

し
て
い
た
の
で
時
々
一
緒
に
つ
い
て
行
き

奈
良
や
和
歌
山
へ
、
僕
は
一
人
で
近
く
の

谷
川
へ
入
る
。
今
自
分
が
親
に
な
っ
て
考

え
る
と
心
配
で
不
安
に
な
る
と
思
う
が
、

当
時
は
何
か
と
お
お
ら
か
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

登
山
を
し
て
い
る
人
な
ら
道
に
迷
っ
た

と
き
谷
へ
下
り
て
は
い
け
な
い
と
い
う
鉄

則
が
あ
る
。
素
人
考
え
で
川
に
沿
っ
て
下

り
れ
ば
人
里
に
出
ら
れ
る
気
が
す
る
と
思

う
が
、
谷
は
見
通
し
が
悪
く
、
急
な
崖
や

上
り
下
り
が
困
難
な
滝
も
あ
り
危
険
だ
。

そ
ん
な
所
に
わ
ざ
わ
ざ
行
く
の
だ
か
ら
相

当
な
物
好
き
だ
。
人
が
行
か
な
い
所
ほ
ど

釣
れ
る
と
い
っ
て
も
、
覚
悟
が
必
要
な
所

へ
一
人
で
行
く
。
何
か
あ
っ
て
も
携
帯
電

話
は
谷
底
で
は
繋
が
ら
な
い

カワカミサイクル
ワークスの

自転車こぼれ話
自転車と渓流釣りの不思議な共通点

川上伸一

本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
カ
ワ
カ

ミ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー
ク
ス
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
僕
は
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
も

フ
レ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
で
も
な
く
、
た
だ
の
自
転
車
好

き
だ
と
い
う
事
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

　

自
転
車
と
釣
り
と
い
え
ば
共
通
す
る
の

は
シ
マ
ノ
製
品
の
話
か
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
そ
う
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も

釣
り
が
渓
流
限
定
な
の
は
僕
が
他
の
釣
り

を
全
く
し
な
い
か
ら
だ
。
き
っ
か
け
は
父

の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
福
井
県
で
の
話
、

場
所
は
今
庄
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

近
く
、
小
学
生
の
夏
休
み
は
ず
っ
と
父
の

実
家
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

近
く
の
川
で
の
魚
取
り
か
ら
歩
い
て
山

に
入
る
と
小
学
生
の
足
で
も
イ
ワ
ナ
や
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
棲
む
谷
ま
で
行
け
る
。
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詳
細
は
調
べ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
当
時

シ
ョ
ッ
プ
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
り
自
転
車

に
取
付
け
ら
れ
て
い
る
物
を
見
て
い
な
い

と
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
の
も
分

か
る
気
が
す
る
。

　

先
輩
方
の
中
に
は
行
き
つ
け
の
シ
ョ
ッ

プ
で
見
つ
け
た
パ
ー
ツ
を
「
家
に
山
ほ
ど

同
じ
物
が
あ
る
け
ど
と
り
あ
え
ず
買
っ
て

帰
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
少
し
で
も
古
い
パ
ー
ツ
に
興
味

の
あ
る
若
者
の
た
め
に
そ
っ
と
リ
リ
ー
ス

し
て
あ
げ
る
気
持
ち
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
。

恐
れ
も
あ
る
。
初
夏
は
川
沿
い
の
草
が
茂

り
棘
だ
ら
け
の
藪
を
進
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
夏
の
終
わ
り
に
は
大
量
の
ア
ブ
に

襲
わ
れ
る
。
そ
し
て
常
に
熊
な
ど
の
野
生

動
物
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
楽

し
い
か
ら
一
度
来
な
い
か
？
」
と
軽
々
し

く
誘
う
趣
味
で
は
な
い
。

　

年
々
釣
り
に
行
く
日
数
は
減
っ
て
い

く
。
行
く
の
は
同
じ
場
所
が
多
く
も
う
あ

ま
り
冒
険
は
し
て
い
な
い
。
釣
れ
て
も
リ

リ
ー
ス
、
こ
れ
は
数
日
後
友
人
と
来
る
た

め
の
下
見
が
目
的
だ
。
一
週
間
ほ
ど
し
て

友
人
と
来
る
と
リ
サ
ー
チ
し
た
ポ
イ
ン
ト

や
餌
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
か
な
か
釣
れ
な

い
。
し
か
し
僕
に
と
っ
て

は
こ
れ
で
良
い
の
だ
。
友

人
に
は
申
し
訳
な
い
が

そ
れ
に
よ
り
魚
は
さ
ら

に
釣
ら
れ
に
く
く
な
る
、

２
０
２
３
年
に
は
釣
果
が

乏
し
か
っ
た
の
で
僕
も
一

匹
持
ち
帰
っ
た
。
こ
の
年

は
こ
の
一
匹
の
み
だ
っ

た
。

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
ミ
ヤ
ザ
キ
サ
イ
ク

ル
で
は
個
人
や
廃
業
し
た

店
か
ら
部
品
を
買
い
取
り

ネ
ッ
ト
販
売
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
気
に
な
る
古

い
部
品
も
あ
る
。
意
外
に

も
そ
れ
ら
を
知
ら
な
い
世

代
の
若
い
人
が
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
入
札
す
る
前
に

店
に
現
物
を
見
に
来
る
事

が
あ
る
と
い
う
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
そ
れ
ら
の

物
で
は
な
い
。
初
期
の
カ
ー
ボ
ン
は
見
る

限
り
布
状
の
物
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ク
ロ

ス
状
の
テ
ー
プ
を
巻
き
補
強
し
た
り
部
分

的
に
カ
ー
ボ
ン
シ
ー
ト
の
巻
く
方
向
を
変

え
る
な
ど
の
工
夫
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
頃

の
自
転
車
は
ア
ラ
ン
な
ど
カ
ー
ボ
ン
の

シ
ー
ト
が
そ
の
ま
ま
見
え
る
パ
イ
プ
で
、

釣
り
竿
の
よ
う
な
工
夫
は
感
じ
ら
れ
ず
、

そ
れ
よ
り
い
か
に
ラ
グ
と
接
合
す
る
か
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

カ
ー
ボ
ン
は
年
々
進
化
を
続
け
て
い

る
、
分
か
り
易
く
○
○
ト
ン
カ
ー
ボ
ン
と

表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
自
転
車
誌
を
見
て

い
る
人
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に

比
べ
て
ク
ロ
モ
リ
は
そ
の
素
材
と
し
て
の

成
分
は
す
で
に
完
成
さ
れ
て
い
て
、
違
う

の
は
製
造
し
て
い
る
パ
イ
プ
メ
ー
カ
ー
の

優
劣
く
ら
い
と
思
う
。

　

同
じ
く
金
属
で
あ
る
チ
タ
ン
も
純
チ
タ

ン
か
ら
溶
接
フ
レ
ー
ム
用
の
３
ア
ル
ミ
、

２
・
５
バ
ナ
ジ
ウ
ム
の
合
金
、
最
も
強
度

が
優
れ
た
６
ア
ル
ミ
、
４
バ
ナ
ジ
ウ
ム
の

６
・
４
チ
タ
ン
合
金
は
ボ
ル
ト
な
ど
削
り

出
し
の
物
に
は
良
い
が
、
溶
接
も
含
め
加

工
性
は
悪
い
。

　

た
だ
溶
接
用
の
ア
ル
ミ
素
材
は
か
つ
て

の
カ
ー
ボ
ン
と
同
じ
接
着
フ
レ
ー
ム
の
時

代
か
ら
か
な
り
の
進
化
を
遂
げ
た
。
こ
れ

こ
そ
２
０
０
０
年
代
の
ツ
ー
ル
ド
フ
ラ
ン

ス
を
走
る
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
が
完
全
に
ク
ロ

モ
リ
か
ら
ア
ル
ミ
に
代
わ
る
ほ
ど
各
メ
ー

カ
ー
が
試
行
錯
誤
し
て
作
り
上
げ
、
同
時

に
焼
き
入
れ
の
技
術
も
加
わ
っ
た
。
軽
す

ぎ
た
の
か
ア
ル
ミ（
カ
ー
ボ
ン
フ
ォ
ー
ク
）

の
時
代
に
Ｕ
Ｃ
Ｉ
が
最
低
重
量
を
６
・
８

㎏
に
決
め
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

た
だ
当
時
の
最
上
級
ア
ル
ミ
素
材
、
コ

ロ
ン
バ
ス
・
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
で
作
ら
れ
た

フ
レ
ー
ム
も
現
在
の
廉
価
版
カ
ー
ボ
ン
フ

レ
ー
ム
ほ
ど
の
性
能
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

カ
ー
ボ
ン
の
進
化
と
共
に
単
な
る
パ
イ
プ

か
ら
フ
レ
ー
ム
の
部
位
に
よ
っ
て
断
面
や

カ
ー
ボ
ン
ク
ロ
ス
の
巻
く
角
度
な
ど
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
一
体
の
物
と
し
て

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
金
属
パ
イ
プ
フ

レ
ー
ム
と
の
差
は
開
く
ば
か
り
だ
。
美
し

く
曲
げ
ら
れ
た
フ
ォ
ー
ク
、
ク
ロ
ー
ム

メ
ッ
キ
で
仕
上
げ
た
ラ
グ
を
使
っ
た
ロ
ー

ド
レ
ー
サ
ー
が
か
つ
て
の
よ
う
に
レ
ー
ス

で
活
躍
す
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
（
鉄
フ
レ
ー
ム
だ
け
の
レ
ー
ス
も
あ
る

ら
し
い
）。

　

釣
り
竿
で
は
今
で
も
「
こ
れ
は
先
代
○

○
作
の
貴
重
な
竹
竿
で
…
…
」
と
い
う
世

界
が
あ
る
。
い
や
そ
れ
は
ま
だ
早
い
、
今

は
歩
け
る
距
離
も
時
間
も
短
く
な
っ
た

が
、渓
流
以
外
考
え
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

残
雪
の
春
先
は
水
も
冷
た
く
足
を
滑
ら
せ

て
ず
ぶ
濡
れ
に
な
れ
ば
低
体
温
症
に
な
る

を
分
け
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。

　

５
年
ほ
ど
前
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

で
一
本
の
竿
を
見
つ
け
た
。
渓
流
用
の
物

で
蒔
絵
風
の
ラ
メ
塗
装
グ
リ
ッ
プ
に
は
革

が
巻
か
れ
底
の
ネ
ジ
部
は
ア
ル
ミ
削
り
出

し
に
金
の
ア
ル
マ
イ
ト
仕
上
げ
だ
。
こ
れ

は
間
違
い
な
く
１
９
８
０
年
頃
の
物
で
長

さ
は
６
・
１
ｍ
、
当
時
は
高
価
で
と
て
も

買
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
未
使
用
の
上
に

と
て
も
安
か
っ
た
の
で
早
速
次
の
釣
り
に

使
お
う
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
使
っ
て
み
る
と
こ
れ
が
全
く
駄

目
で
あ
っ
た
。
竿
の
肉
厚
が
や
や
厚
く
重

い
の
は
買
う
時
に
分
か
っ
て
い
た
が
、「
合

わ
せ
」な
ど
早
い
操
作
で
は
反
応
が
遅
く
、

昔
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
に
戻
っ
た
気
が

す
る
が
こ
れ
は
今
使
っ
て
い
る
竿
が
良
す

ぎ
て
差
が
あ
り
す
ぎ
る
だ
け
で
、
明
ら
か

に
カ
ー
ボ
ン
素
材
の
進
化
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　

釣
竿
は
単
に
パ
イ
プ
の
み
な
の
で
構
造
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あ
れ
こ
れ
考
え
て
、
夢
は
実
現
で
き
た
。

そ
の
ラ
ン
ド
ナ
ー
も
２
万
キ
ロ
を
こ
え
傷

だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
17
年
で
フ

レ
ー
ム
、
ハ
ン
ド
ル
、
ス
テ
ム
、
シ
ー
ト

ピ
ラ
ー
、
リ
ム
、
ブ
レ
ー
キ
本
体
以
外
は

す
べ
て
交
換
し
た
。

　

私
の
目
標
の
一
つ
に
、
タ
ン
デ
ム
の

オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
た
。
学
生
時
代
の
下
宿

に
は
、
下
手
な
タ
ン
デ
ム
の
絵
が
飾
っ
て

あ
っ
た
。
妻
と
共
に
走
る
こ
と
で
、
時
間

を
共
有
し
、
二
人
の
健
康
を
守
る
意
味
も

あ
っ
た
。ミ
ニ
タ
ン
デ
ム
は
自
宅
に
あ
り
、

タ
ン
デ
ム
の
楽
し
さ
を
少
し
だ
け
味
わ
っ

て
い
た
が
、
鳥
山
新
一
氏
の
「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
辞
典
」
に
あ
る
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
に
は
タ
ン
デ
ム
が
最
高

で
あ
る
が
…
…
わ
が
国
で
は
普
及
し
て
い

な
い
」
と
い
う
言
葉
に
触
発
を
受
け
、
タ

ン
デ
ム
を
オ
ー
ダ
ー
し
た
の
は
45
歳
の
時

だ
っ
た
。
長
男
は
成
人
し
、
次
男
も
高
校

を
卒
業
し
て
い
た
。
三
男
だ
け
が
中
学
生

だ
っ
た
。
そ
し
て
21
年
が
経
ち
、
足
が
上

が
ら
な
く
な
る
こ
と
も
考
慮
し
て
新
た
な

タ
ン
デ
ム
が
完
成
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
20

年
間
は
自
分
一
人
で
自
転
車
を
楽
し
む
時

間
、
そ
し
て
旅
行
も
含
め
て
夫
婦
で
自
転

車
を
楽
し
む
時
間
に
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
夢
も
実
現
で
き
た
ほ
う
だ
っ
た
。

　

今
一
度
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
の
50
年

間
を
振
り
返
る
と
、
夢
と
理
想
、
そ
し
て

現
実
の
生
活
と
の
は
ざ
ま
で
、
あ
そ
こ
に

行
っ
て
み
た
い
、
あ
ん
な
自
転
車
に
乗
り

た
い
、
こ
ん
な
部
品
も
付
け
た
い
、
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
続
け
な
が
ら
、
あ
っ
と

い
う
間
に
通
り
過
ぎ
た
時
間
だ
っ
た
。
過

ぎ
た
時
間
を
悔
や
ん
で
も
し
ょ
う
が
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
生
活
を

を
減
ら
し
、
趣
味
で
太
も
も
の
筋
肉
を
増

や
す
と
い
う
日
々
で
あ
り
、
い
か
に
負
担

を
減
ら
す
か
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

　

大
学
を
卒
業
し
、
就
職
・
結
婚
・
育
児

と
い
う
普
通
の
幸
せ
な
日
々
を
す
ご
す
こ

と
と
な
っ
た
。
最
も
体
力
の
あ
る
、
20
代

後
半
か
ら
30
代
に
か
け
、
諸
先
輩
が
走
っ

て
い
た
多
く
の
信
州
の
峠
な
ど
に
挑
戦
し

た
か
っ
た
。
し
か
し
、
家
庭
の
負
担
を
考

え
る
と
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
か
け
る
わ
け

に
も
い
か
ず
、
い
つ
か
は
と
思
い
な
が
ら

時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
家
庭
を

も
ち
、
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
手
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
退
職
し
た
ら
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
車
に
乗
っ
て
長
距
離
の
旅
行
に
出

た
り
、
走
れ
な
か
っ
た
峠
に
出
か
け
よ
う

と
考
え
て
い
た
。
実
際
に
は
、
退
職
後
は

他
の
仕
事
に
つ
い
た
の
で
、
こ
の
夢
は
果

た
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
時
間
が
あ
る

と
き
に
は
自
転
車
を
い
じ
っ
た
り
、
ち
ょ

い
乗
り
で
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
り
、
た
ま

に
は
妻
に
お
願
い
し
て
、
日
帰
り
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
り
の
日
々
だ
っ

た
。
当
然
遠
い
と
こ
ろ
へ
は
行
け
な
か
っ

た
。

　

就
職
し
て
お
金
に
余
裕
が
で
き
た
ら
、

自
分
の
夢
を
追
求
し
た
オ
ー
ダ
ー
車
を
作

ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、仕
事
に
追
わ
れ
、

家
族
に
追
わ
れ
、
余
裕
を
も
っ
て
走
れ
な

い
状
態
で
自
分
の
走
り
方
が
決
ま
ら
ず
、

ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
の
か
決
ま
ら

な
い
ま
ま
の
、
納
得
の
い
く
オ
ー
ダ
ー
に

は
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
ラ
ン
ド

ナ
ー
を
オ
ー
ダ
ー
し
た
の
は
50
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
自
転
車
を
今
使
い

な
が
ら
、
納
得
し
て
い
る
。
時
間
こ
そ
か

か
っ
た
が
、
自
分
の
使
い
た
い
自
転
車
を

　

自
転
車
を
趣
味
と
し
て
、
色
々
な
と
こ

ろ
を
自
由
に
回
り
た
い
、
自
転
車
を
趣
味

と
し
て
楽
し
み
た
い
。
そ
う
思
い
た
ち
、

高
校
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
丸
紅
べ

ニ
ッ
ク
ス
フ
ェ
デ
ラ
ー
ル
を
購
入
し
た
の

が
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
10
月
だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
50
年
の
月
日
が
流
れ
た
。
自
分

の
生
活
と
と
も
に
自
転
車
が
あ
っ
た
50
年

間
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

　

高
校
時
代
は
、
と
に
か
く
金
が
な
い
、

元
気
は
あ
る
。
と
に
か
く
が
む
し
ゃ
ら
に

自
転
車
を
こ
ぎ
、
日
帰
り
で
行
け
る
だ
け

の
と
こ
ろ
を
走
り
回
っ
た
思
い
出
が
あ

る
。ど
な
た
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

雑
誌
で
見
る
よ
う
な
遠
く
の
峠
を
越
え
て

み
た
い
、
長
距
離
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
に
出

て
み
た
い
、
そ
ん
な
夢
を
抱
え
な
が
ら
、

将
来
の
展
望
に
夢
ふ
く
ら
ま
せ
た
高
校
時

代
で
あ
っ
た
。

　

大
学
に
進
む
と
き
、荷
物
だ
け
を
送
り
、

愛
知
県
か
ら
高
知
大
学
南
溟
寮
ま
で
、
２

泊
３
日
の
野
宿
で
行
っ
た
。
途
中
三
重
県

飯
高
村
で
警
察
に
家
出
少
年
と
間
違
わ
れ

て
、
拘
束
さ
れ
か
か
っ
た
。
そ
し
て
高
見

峠
の
少
し
下
で
朝
、寝
袋
で
起
き
た
と
き
、

寝
袋
が
凍
っ
て
い
た
、
光
輝
く
満
帆
の
船

出
だ
っ
た
。

　

大
学
時
代
は
、
運
動
部
と
趣
味
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
と
も
に
続
け
、
本
来
の
勉
強

も
あ
り
、
自
転
車
で
走
り
ま
く
る
と
い
う

夢
は
か
な
わ
な
か
っ
た
、
何
よ
り
金
が
な

か
っ
た
。
某
先
輩
の
よ
う
に
、
休
学
し
て

日
本
一
周
に
旅
立
つ
こ
と
も
叶
わ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
大
学
時
代
は
根
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
無
理
や
り
入
部
さ
せ
ら
れ
た

ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
競
技
選
手
と
し
て
各
種

大
会
に
出
場
し
、
練
習
で
太
も
も
の
筋
肉

趣
味
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

始
め
て
50
年
が
経
っ
た

今
泉
三
郎
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に
は
で
き
そ
う
に
思
え
る
。
自
転
車
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
に
、
自
分
で
改
造
し
て
も

法
令
に
触
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。

そ
う
い
う
部
品
は
な
い
か
な
あ
。
自
転
車

の
レ
ス
ト
ア
は
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
改

造
で
機
能
ア
ッ
プ
す
る
部
品
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
楽
し
み
が
増
え
そ
う
な
気
が
す

る
。

　

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
い
う
趣
味
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
、
皆
さ
ん
に
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
50
年
前
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と

い
う
趣
味
は
マ
イ
ナ
ー
で
、
貧
乏
人
の
趣

味
と
い
う
見
方
と
、
競
輪
だ
！　

と
い
う

見
方
だ
っ
た
。
最
近
で
は
自
転
車
が
高
性

能
で
安
く
な
り
、
ち
ょ
い
の
り
ぐ
ら
い
で

長
距
離
を
走
る
人
も
増
え
た
。
あ
る
意
味

自
転
車
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
い
う
趣
味
が

手
軽
に
広
が
っ
た
。
た
い
へ
ん
う
れ
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。ど
の
よ
う
な
趣
味
で
も
、

さ
わ
り
か
ら
よ
り
深
み
に
入
る
人
と
、
そ

う
で
な
い
人
が
い
る
。
深
み
の
深
さ
も
ひ

と
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
自
転
車
の
趣
味
の
奥
深

さ
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
。
ど
の
よ
う
な
人
も
、
気
楽
に
楽
し

く
爽
快
に
乗
れ
る
自
転
車
の
す
ば
ら
し
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

も
の
は
変
わ
ら
な
い
。
シ
フ
タ
ー
を
手
元

に
し
た
け
れ
ば
、
改
造
す
れ
ば
で
き
る
。

し
か
し
12
段
に
は
な
ら
な
い
、
リ
ア
エ
ン

ド
幅
１
２
０
㎜
で
も
、
12
段
用
の
薄
型
用

の
ギ
ア
を
つ
く
れ
ば
、
８
段
変
速
ぐ
ら
い

ど
う
す
べ
き
か
考
え
た
い
。

　

最
近
の
自
転
車
部
品
を
見
て
い
て
、
古

く
て
も
よ
い
も
の
は
い
つ
ま
で
も
使
い
続

け
ら
れ
る
。
50
年
前
の
ク
ロ
モ
リ
ロ
ー
ド

で
も
、
レ
ー
ス
に
出
な
け
れ
ば
走
り
そ
の
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そ
も
そ
も
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
に
す
れ

ば
リ
ム
全
体
を
塗
れ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
言

う
の
が
発
端
な
の
で
、
今
回
の
ア
ッ
セ
ン

ブ
ル
の
肝
は
ハ
ブ
と
リ
ム
に
な
る
。
こ
こ

は
古
物
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と

こ
ろ
が
既
に
高
級
ハ
ブ
の
ほ
と
ん
ど
は
ス

ル
ー
ア
ク
ス
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
デ
ィ
ス
ク
仕
様
で
ク
イ
ッ
ク
レ

リ
ー
ズ
タ
イ
プ
は
非
常
に
限
定
さ
れ
る
。

色
も
黒
く
な
っ
て
る
し
な
あ
。
た
ぶ
ん
穴

数
も
あ
ん
ま
り
選
べ
な
い
だ
ろ
う
し
。
と

い
う
こ
と
で
ハ
ブ
は
現
在
調
整
中
。
リ
ム

は
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
ス
ト
リ
ッ
プ
の
自
転
車
と

言
っ
て
も
体
格
の
関
係
で
７
０
０
Ｃ
で
は

な
い
の
で
、
さ
て
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

ハ
ブ
が
現
行
品
な
ら
カ
セ
ッ
ト
は
11
段

か
12
段
、
ク
ロ
ス
気
味
の
を
選
ん
で
も
そ

こ
そ
こ
ワ
イ
ド
レ
シ
オ
だ
か
ら
、
チ
ェ
ン

ホ
イ
ー
ル
選
択
の
自
由
度
は
上
が
る
。
何

と
か
レ
ト
ロ
っ
ぽ
い
や
つ
を
使
い
た
い
も

ん
だ
ね
。

　

ピ
ラ
ー
と
ス
テ
ム
は
サ
カ
エ
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ

を
用
意
し
て
い
る
。
今
ま
で
意
識
し
て
溝

の
入
っ
た
部
品
は
避
け
て
き
た
の
だ
け
れ

ど
、
今
回
は
溝
の
中
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
塗

る
と
い
う
手
が
使
え
る
じ
ゃ
な
い
か
。
い

や
、
待
て
よ
。
ピ
ラ
ー
も
ス
テ
ム
も
全
体

を
べ
っ
た
り
塗
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う

か
。

　

今
さ
ら
ト
ー
エ
イ
で
デ
ィ
ス
ク
で
す

か
、
と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、
実
は
ト
ー
エ

イ
の
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
１
号
車
は
私

キ
ャ
リ
パ
ー
は
流
行
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
今
回
の
自
転
車
で
は
も
と
も
と
全

体
が
ツ
ー
ト
ン
な
の
で
、
そ
れ
以
外
の
差

し
色
は
い
ら
な
い
か
な
。
バ
ー
テ
ー
プ
や

ス
ト
ラ
ッ
プ
も
オ
レ
ン
ジ
色
な
ら
あ
り
そ

う
だ
。

　

余
談
だ
が
、
私
は
フ
レ
ー
ム
カ
ラ
ー
と

し
て
パ
ス
テ
ル
系
を
ず
っ
と
推
し
て
き

た
。
白
を
含
む
柔
ら
か
な
色
調
は
ラ
ン
ド

ナ
ー
の
世
界
で
は
少
数
派
だ
っ
た
け
ど
、

近
頃
は
少
し
増
え
た
気
が
す
る
。

　

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
由
来
は
も
ち
ろ
ん

画
材
の
パ
ス
テ
ル
に
よ
る
の
だ
け
れ
ど
、

も
っ
と
遡
る
と
元
々
は
青
系
の
染
料
と
な

る
植
物
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
名
前
だ
。
和
名

は
大
青
（
た
い
せ
い
）
と
言
う
。
そ
れ
が

あ
ん
ま
り
濃
く
は
染
め
ら
れ
な
く
て
、
薄

い
青
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
そ
う

だ
。
つ
ま
り
水
色
こ
そ
が
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
オ
リ
ジ
ン
な
の
だ
ね
。
だ
か
ら
今

回
水
色
ベ
ー
ス
の
ガ
ル
フ
カ
ラ
ー
を
塗
る

と
い
う
こ
と
は
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
推
し

の
集
大
成
的
な
意
味
も
あ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
ま
だ
中
途
半
端
な
コ
ン
セ
プ
ト

の
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
段
々
と
他
の

部
品
も
決
ま
り
つ
つ
あ
る
。
果
た
し
て
ど

ん
な
完
成
車
に
な
り
ま
す
か
、
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
限
り
で
あ
る
。
本

当
は
フ
レ
ー
ム
ナ
ン
バ
ー
に
１
０
７
５
を

刻
印
し
て
も
ら
い
た
い
な
あ
。
フ
ォ
ー
ド

Ｇ
Ｔ
40
“
１
０
７
５
”
は
、
１
９
６
８
年

１
９
６
９
年
と
ル
マ
ン
を
２
勝
し
た
特
別

な
個
体
な
ん
だ
よ
ね
。

　

本
欄
で
も
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

い
よ
い
よ
満
を
持
し
て
ガ
ル
フ
カ
ラ
ー
の

自
転
車
を
作
ろ
う
と
思
う
。
か
な
り
薄
い

水
色
と
ク
ッ
キ
リ
し
た
オ
レ
ン
ジ
の
組
み

合
わ
せ
は
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
塗
装
と

し
て
一
種
の
ア
イ
コ
ン
扱
い
さ
れ
て
い

る
。

　

私
の
世
代
だ
と
、
ガ
ル
フ
カ
ラ
ー
と
言

え
ば
何
と
言
っ
て
も
フ
ォ
ー
ド
Ｇ
Ｔ
40
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
後
の
ポ
ル
シ
ェ
９
１
７

（
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
の
「
栄
光
の
ル
マ
ン
」

参
照
）
も
印
象
深
い
し
、
そ
こ
か
ら
現
代

に
至
る
ま
で
連
綿
と
様
々
な
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
に
塗
ら
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
や
っ

ぱ
り
ジ
ョ
ン
・
ワ
イ
ヤ
チ
ー
ム
の
Ｇ
Ｔ
40

こ
そ
が
ガ
ル
フ
カ
ラ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
の
根

源
な
の
だ
。

　

ち
な
み
に
最
近
９
１
１
の
レ
ス
ト
モ
ッ

ド
で
名
を
馳
せ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
な
ど
で

も
、
デ
モ
カ
ー
を
ガ
ル
フ
カ
ラ
ー
で
塗
っ

た
り
し
て
い
る
の
で
、
業
界
で
は
好
き
な

人
は
多
い
の
で
し
ょ
う
。

の
自
転
車
だ
っ
た
の
だ
。
Ｘ
Ｔ
Ｒ
で
油
圧

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
が
出
た
時
に
、
ど
う

し
て
も
試
し
て
み
た
く
て
作
っ
た
の
だ
っ

た
。
ク
ロ
モ
リ
の
ベ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
へ
の

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
取
り
付
け
な
ん
て
、

当
然
ノ
ウ
ハ
ウ
は
皆
無
だ
か
ら
、
ト
ラ
イ

ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で
随
分
面
倒
を
掛
け
た
。

シ
マ
ノ
さ
ん
に
も
相
談
し
た
り
し
た
っ

け
。
そ
こ
か
ら
誰
か
が
２
号
車
を
作
る
ま

で
は
相
当
に
間
が
開
い
た
は
ず
だ
。
今
で

は
随
分
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
、
工
場
で

生
地
の
フ
レ
ー
ム
を
見
掛
け
る
こ
と
も
多

い
。

　

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
ク
ル
マ
で
は
、
近
頃

ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
を
塗
る
の
が
流

行
っ
て
い
て
、
赤
と
か
黄
色
な
ど
目
立

つ
も
の
が
多
い
。
で
も
な
あ
、
キ
ャ
リ

パ
ー
は
パ
ッ
ド
の
ダ
ス
ト
で
結
構
汚
れ
る

か
ら
、
私
は
や
っ
ぱ
り
黒
っ
ぽ
い
の
を
選

ん
で
し
ま
う
。
自
転
車
で
も
カ
ラ
フ
ル
な

ガ

ル

フ

カ

ラ

ー
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う
な
走
行
環
境
下
で
も
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
も

な
い
。
走
る
こ
と
が
無
理
な
ら
ば
降
り
て

押
せ
ば
い
い
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
の

フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
の
多
段
化
は
い
つ
の
時

代
で
も
先
行
し
て
い
た
。
５
段
フ
リ
ー
ホ

イ
ー
ル
か
ら
６
段
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
に
多

段
化
し
た
時
も
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
は
あ
っ

と
い
う
間
に
一
般
化
し
た
。
そ
れ
以
前
の

４
段
か
ら
５
段
化
し
た
時
も
、
ま
た
そ
れ

以
降
の
６
段
か
ら
７
段
に
多
段
化
し
た
時

も
。

　

と
こ
ろ
が
だ
、
旅
行
用
自
転
車
に
お
い

て
は
、
７
段
化
以
降
は
そ
の
速
度
は
鈍
化

し
た
。
６
段
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
は
一
部
の

シ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ス
ト
の
中
で
受
け
入
れ
ら

れ
た
も
の
の
、
５
段
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
も

普
通
に
残
っ
た
。
要
す
る
に
、
10
段
変
速

か
15
段
変
速
の
ま
ま
生
き
つ
づ
け
、
今
も

な
お
そ
れ
を
良
し
と
す
る
シ
ク
ロ
ツ
ー
リ

と
は
生
活
に
使
う
一
般
車
に
導
入
し
て
も

好
ま
し
い
技
術
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
フ

ロ
ン
ト
変
速
機
が
要
ら
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
は
変
速
装
置
の
軽
量
化
・
簡

素
化
及
び
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
に
つ
な
が

る
。

　

さ
ら
に
今
後
も
多
段
化
が
進
む
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
実
際
14
段
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト

の
開
発
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
15
段
変

速
な
ん
か
も
い
ず
れ
登
場
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
か
つ
て
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
を
ト

リ
プ
ル
化
す
る
こ
と
で
成
し
得
て
い
た
15

段
変
速
が
、
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
可
能

と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

旅
行
用
自
転
車
の
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
の
多

段
化

　

ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
は
速
く
走
る
た
め
の

自
転
車
。
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
道
路
以

外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
走
る
た
め
の
自
転

車
。
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
的
な
要
素
が
大

き
い
。

　

旅
行
用
自
転
車
は
長
い
距
離
を
ゆ
っ
く

り
楽
に
走
る
た
め
の
も
の
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
意
識
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ

が
で
き
よ
う
。
し
か
も
多
段
式
チ
ェ
ー
ン

ホ
イ
ー
ル
の
よ
う
に
ギ
ヤ
比
を
計
算
し
た

り
覚
え
て
お
く
必
要
も
な
い
。

　

変
速
時
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
い
。
多
段

式
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
で
あ
り
が
ち
な
変

速
時
の
チ
ェ
ー
ン
の
脱
線
も
あ
り
得
な

い
。
変
速
時
の
気
遣
い
も
少
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
変
速
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
ド

レ
ー
サ
ー
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
世
界

で
は
好
ま
し
い
シ
ス
テ
ム
だ
。
と
い
う
こ

旅行用自転車の多段化を考える
鈴木邦友

巷
で
は
、
13
段
変
速
ギ
ヤ
が
出
回
っ
て
い

る
ら
し
い

　
「
え
ッ
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
じ
ゃ
な

い
」。
我
々
シ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ス
ト
の
世
界

で
は
、
半
世
紀
以
上
も
前
か
ら
15
段
変
速

ギ
ヤ
を
持
つ
旅
行
用
自
転
車
が
普
通
に
出

回
っ
て
い
る
。
別
に
驚
く
よ
う
な
話
で
は

な
い
。

　

と
こ
ろ
が
だ
、
な
ん
と
そ
の
13
段
変
速

ギ
ヤ
と
い
う
の
は
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
み
、

つ
ま
り
後
の
ギ
ヤ
だ
け
の
話
。
要
す
る
に

後
ろ
の
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
が
13
枚
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
だ
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
グ

グ
っ
て
み
る
と
、
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う

よ
り
は
ま
る
で
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
の
よ
う
に

見
え
る
。
も
う
こ
う
な
る
と
チ
ェ
ー
ン
ホ

イ
ー
ル
は
シ
ン
グ
ル
で
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
さ
れ
る
し
、
メ
ー
カ
ー
側
も

多
段
式
前
ギ
ヤ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
リ

リ
ー
ス
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
「
1
段

（
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
）
×
13
段
（
ス
プ

ロ
ケ
ッ
ト
）＝
13
段
変
速
」と
な
る
。
我
々

が
愛
用
す
る
「
3
段
×
5
段
＝
15
段
」
の

ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
仕
様
と
は

全
く
別
の
世
界
の
も
の
だ
。

　

驚
く
べ
き
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ

の
13
段
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
、
最
小
の
ス
プ
ロ

ケ
ッ
ト
は
9
Ｔ
、
最
大
は
44
Ｔ
ま
で
リ

リ
ー
ス
さ
れ
て
い
て
、
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー

用
で
も
9
〜
36
Ｔ
だ
そ
う
だ
。
し
か
も
ク

ロ
ス
か
つ
ワ
イ
ド
な
ギ
ヤ
レ
シ
オ
と
な
っ

て
い
る
。
な
ん
と
な
く
１
９
７
０
年
代
に

流
行
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
車
を
思
い

出
す
。
当
時
は
ス
ー
パ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
・

ワ
イ
ド
フ
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
５
段
変
速
仕
様
だ
っ
た
が
。
筆
者
が

所
有
し
て
い
た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
車
に

も
付
い
て
い
て
、
友
人
の
前
で
得
意
に

な
っ
て
土
手
を
上
っ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
ロ
ー
ラ
ー
チ
ェ
ー
ン
用
の

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
か
つ
て
は
11
Ｔ
ま
で

が
好
ま
し
い
と
さ
れ
、
17
Ｔ
以
上
が
理
想

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
な
ん
と
こ
の
ス
プ

ロ
ケ
ッ
ト
に
は
９
Ｔ
や
10
Ｔ
が
実
用
化
さ

れ
て
い
る
。
目
覚
ま
し
い
技
術
の
進
歩
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
ギ
ヤ
が
９
Ｔ

ま
で
小
さ
く
で
き
れ
ば
、
当
然
チ
ェ
ー
ン

ホ
イ
ー
ル
も
小
さ
く
て
よ
い
は
ず
。
と
い

う
こ
と
で
、
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
用
で
も
42

Ｔ
ぐ
ら
い
の
歯
数
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
52
×
42　

14
〜
21
Ｔ
が
ロ
ー
ド
レ
ー

サ
ー
の
常
識
だ
っ
た
頃
の
も
の
と
は
全
く

姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

や
は
り
な
ん
と
な
く
我
々
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
を
筆
頭
に
、

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
、
楕
円
形
シ
ン
グ
ル

チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
、
三
角
タ
イ
ヤ
、
カ

ラ
フ
ル
な
マ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
と
、
少
年

達
の
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
車
が
重
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
の
時
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
車
で
育
っ
た
少
年
が
、
今

自
転
車
の
開
発
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
て

い
る
か
ら
か
な
、
な
ど
と
想
像
し
て
し
ま

う
。

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
多
段
化
・
チ
ェ
ー
ン
ホ

イ
ー
ル
の
シ
ン
グ
ル
化
と
い
う
こ
と
は

　

も
ち
ろ
ん
、
膨
大
な
開
発
費
を
か
け
て

製
品
化
す
る
の
だ
か
ら
メ
リ
ッ
ト
は
多

い
。

　

ま
ず
操
作
が
簡
単
な
こ
と
。
変
速
レ

バ
ー
は
一
本
だ
け
な
の
で
、
片
手
で
操
作
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︱
17
︱
20
︱
24
Ｔ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
48
×

32　

15
︱
16
︱
18
︱
21
︱
25
Ｔ
、
ス
ポ
ル

テ
ィ
フ
で
48
×
36　

13
︱
14
︱
16
︱
19
︱

23
Ｔ
。
ち
な
み
に
世
界
一
周
に
使
っ
た

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
は
48
×
34　

15
︱
16
︱
18

︱
21
︱
25
Ｔ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
し

た
。
超
ハ
ー
ド
な
走
行
が
想
定
さ
れ
る

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
の
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
の

イ
ン
ナ
ー
を
34
Ｔ
に
し
た
の
は
、
チ
ェ
ー

ン
へ
の
負
担
と
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
の
摩

耗
、
さ
ら
に
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
荷
物

を
積
ん
で
険
し
い
山
岳
地
帯
の
上
り
坂
を

ペ
ダ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
は
、
自
転
車
に
多

大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
た
た
め
。
要

す
る
に
初
め
か
ら
自
転
車
を
押
し
て
歩
く

こ
と
を
前
提
に
し
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
各
車
種
の
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
の

歯
数
の
間
隔
を
ロ
ー
に
行
く
ほ
ど
広
く
し

た
の
は
、
ギ
ヤ
比
の
変
化
を
一
定
に
し
た

か
っ
た
こ
と
と
、
最
も
使
う
ト
ッ
プ
と
セ

カ
ン
ド
ギ
ヤ
は
平
地
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

道
路
状
況
の
変
化
や
体
調
、
荷
物
の
重
さ

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
。
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
も
26
以
内
に
収
ま
っ
て
く
れ

た
た
め
、
変
速
機
の
選
定
に
困
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
10
段
変
速
で
、
当
時
よ
ろ
し

く
な
い
と
さ
れ
て
い
た
ア
ウ
タ
ー
×
ロ
ー

及
び
イ
ン
ナ
ー
×
ト
ッ
プ
の
組
み
合
わ
せ

を
除
く
と
実
際
は
8
段
変
速
と
な
る
の
だ

が
、
旅
行
中
に
不
便
を
感
じ
る
こ
と
は
一

度
も
な
か
っ
た
。
必
要
な
ギ
ヤ
比
が
あ
れ

ば
十
分
と
い
う
証
と
な
っ
た
。

重
量

　

同
じ
10
段
変
速
で
も
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の

ス
ト
は
多
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
旅
行
用
自
転
車
は
長

い
距
離
を
楽
に
走
る
た
め
の
も
の
だ
。
こ

れ
か
ら
走
ろ
う
と
す
る
環
境
や
道
路
状

態
、
荷
物
の
重
さ
や
体
力
に
合
っ
た
ス
プ

ロ
ケ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
必
要

な
の
は
多
く
の
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
な

く
、必
要
な
ギ
ヤ
比
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
各
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
な

ギ
ヤ
比
が
あ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
ギ
ヤ
は
い

ら
な
い
。
想
定
外
の
状
況
で
の
ギ
ヤ
は
考

え
る
必
要
は
な
い
の
だ
。
5
段
フ
リ
ー
ホ

イ
ー
ル
が
主
流
だ
っ
た
頃
の
シ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ス
ト
た
ち
は
、
フ
ロ
ン
ト
・
リ
ア
と
も

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
歯
数
は
自
分
た
ち
で
最

良
の
ギ
ヤ
歯
数
を
選
ん
で
い
た
。
各
ス
プ

ロ
ケ
ッ
ト
の
歯
数
の
選
択
は
あ
た
り
ま
え

だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
シ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ス
ト
に
よ
っ
て
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
ま
ち

ま
ち
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
筆
者
が
所
有
す

る
旅
行
用
自
転
車
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
ラ
ン
ド
ナ
ー
が
48
×
32　

14
︱
15

RETRO CYCLES　　　　　　　　　　　　　　　せんろくどう

※価格は消費税込み。※委託販売・買い取りもいたします。お気軽に御相談を。
※当店は古物商です。全ての商品は現状渡しとなりますので、極力現物を確認の上で御購入ください。
※営業時間 9:30 ～ 18:30　不定休につき遠来の方は予め御連絡くだされば幸いです。

〒 384-0801　長野県小諸市甲 1457-12　　Tel&Fax 0267-22-4006

●アルプスクイックエースフレーム 535mm 柿色1980 年 HTSB 塗装新ヘッド Q 無し Q シートピン付き中古￥60000
●杉野フロントエース165mm+48×45×33T　コッタード BB セット付き中古￥10000
●杉野スーパーマイティー165mm バフ加工 +CT'S49×42Tバフ仕上げ新品￥20000
● D/A-EX165mm+48×39Tバフ加工新品￥20000　● D/A FC7410 170mm+53×39Tバフ加工新品￥20000
● D/A-AX170mm バフ加工 +52×42T 中古￥3000　※ DD 関連いろいろ有ります
●カンパ 3 アーム用 51×42T 新品￥5000　● TA ツーリスト155mm 中古￥10000
●リオタープラットホーム BSC 中古美品￥5000　●ミルレモロードペダル BSC 中古￥1000
●コルナゴトークリップ L（約 60mm）新品￥5000　● 3T コルナゴ刻印ステム105mm 左ベル穴有り中古￥5000
●1980 年代の三ヶ島ストラップ黄新品￥1000　●ストラップエンド国産舶来各種新品￥300 ～
●ジュビリーレーシング変速 3 点セット前期型中古￥20000　●ソービッツ #565 中古美品￥1000
●マフック半パッドレバー黒パッド付き新品￥5000　●同白シース & 白レプリカパッド付き新品￥5000
●吉川ギドネットレバー新品￥5000　●同用 GTグリップ黒中古美品￥2000
●ツアーメイト印ギドネット用グリップ赤青黄新品各￥1000
●ソーヨー競輪スリーブ白新品￥2000　●同旧型 1970 年代赤白新品￥3000
●銘柄不明国産ゴーチェ型サドル黒 + 銅鋲新品￥5000　●日東ハイスピード鉄ピスト75mm 新品￥10000
● CLB マイクロアジャスター式フロントアウターストッパー軽合新品￥1000
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400 年の伝統　世田谷のボロ市 1 月 15・16 日　10 時より

当店も協賛セール
12 月のボロ市はかつて一緒に走ったサイクリストが多数来店。夜遅くまで再会を楽しみました。

1 月号でマウンテンバイクのブレーキワイヤーサポーターのことを書きましたが、
前のホークに付けて下さい。

次に、ダイヤコンペの旧型のリターンスプリングがへの字の方、
プレートを前に付け、欠点を補っています。

スプリングが U 字は良い。
当店で販売した、過去にマウンテンバイク、ツーリング車（特にキャンピング車）、輪行車（ヘッドバンド

式）を購入した方、ハガキ下さい。適切にアドバイスします。

SETAGAYA HASEGAWA JITENSHA

ランドナーパーツ専門店
SETAGAYA

長谷川自転車商会
〒 154-0017　東京都世田谷区世田谷 1-45-5
TEL.03（3420）3365　月曜・木曜定休

【通信販売】往復ハガキで購入予定商品
の商品名・番号と数量をお知らせ下さ
い。運賃（包装代を含む）をお知らせし
ます。商品価格、送料の合計を現金書
留で送って下さい（当店は総額表示で、
一部を除いて消費税はいりません）。

通
常
走
行
時
に
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
側
で

チ
ェ
ー
ン
が
外
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
も
な
る
。
走
行
環
境
に
よ
っ
て
は

チ
ェ
ー
ン
の
は
ず
れ
止
め
装
置
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
車

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
チ
ェ
ー
ン
ガ
ー
ド
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　

旅
行
用
自
転
車
に
お
け
る
フ
リ
ー
ホ

イ
ー
ル
の
多
段
化
は
こ
れ
か
ら
も
進
む
こ

と
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
旅
行
用

自
転
車
は
す
で
に
無
駄
な
く
合
理
的
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

ギ
ヤ
枚
数
が
10
枚
と
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
が
５

枚
で
チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
が
２
枚
で
あ
る

場
合
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
ギ
ヤ
枚
数

の
合
計
は
11
枚
、
後
者
は
７
枚
と
な
る
。

前
者
の
方
が
４
枚
多
く
な
る
。
走
行
中
は

チ
ェ
ー
ン
ホ
イ
ー
ル
と
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の

合
計
２
枚
の
ギ
ヤ
し
か
使
っ
て
い
な
い
の

で
、
使
っ
て
い
な
い
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
は
全

て
単
な
る
お
荷
物
で
し
か
な
い
し
、
ス
プ

ロ
ケ
ッ
ト
は
車
輪
に
固
定
す
る
た
め
回
転

部
分
の
重
量
加
算
は
走
行
抵
抗
に
な
り
、

大
き
な
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
は
回
転
モ
ー
メ
ン

ト
も
大
き
く
な
る
た
め
走
行
上
不
利
に
働

く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
通
常
チ
ェ
ー
ン
ホ

イ
ー
ル
は
ア
ル
ミ
製
、
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
は

鉄
製
と
な
る
の
で
、
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
枚

数
を
多
く
す
る
と
重
く
な
る
。
し
か
も
前

者
は
歯
数
の
大
き
な
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
を
増

や
す
こ
と
に
な
り
、
後
者
は
チ
ェ
ー
ン
ホ

イ
ー
ル
に
小
さ
な
ギ
ヤ
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
同
じ
ギ
ヤ
比
に
な
る
よ

う
に
組
ん
だ
場
合
で
も
明
ら
か
に
前
者
の

方
が
重
く
な
る
。
さ
ら
に
サ
ス
下
荷
重
を

増
す
結
果
に
も
な
る
た
め
走
行
性
能
の
低

下
を
生
む
こ
と
に
も
な
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト

　

問
題
は
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。
フ
リ
ー
ホ
イ
ー
ル
の
ス
プ
ロ

ケ
ッ
ト
の
枚
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
リ
ア
の
エ
ン
ド
幅
を
広
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
か
、
ス
ポ
ー
ク
の
オ
チ
ョ

コ
量
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
状
態

は
強
度
的
に
も
重
量
的
に
も
耐
久
性
で
も

あ
ま
り
よ
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

フ
ロ
ン
ト
変
速
機
が
な
く
、
チ
ェ
ー
ン

の
振
り
幅
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
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ツーリングの世界が、浅草にもあります。
泥除（いずれも前後本体のみ）　本所（H1-26N　￥6600、H1C-26N　￥8800、H2 アルマイト　￥13200、H3-700C　￥6600、H29-26 隠ジョイント　￥9900、H29-350R　￥8800、
H29-360R　￥8800、H30-320R　￥8800、H30-26N　￥6600、H30-26 隠ジョイント　￥11000、H31-26N　￥6600、H40-26N　￥6600、H47- オリジナル　￥7700、H47C　￥9020、
H50-26N　￥8800）20in 用各種（406、451、亀甲）グランボア（PJ650 ￥7700、PJ700　￥7700）プチジャン（700C 用　￥20000）
アプレ・オリジナルアルミダルマ　￥440、その他ダルマネジ各種、アプレ・オリジナル軽量ステイ　￥2200、その他ステイ各種
リム（1 本）　グランボア（パピヨン 650B　￥12100、パピヨンヴィンテージ 650B　￥11000、パピヨン 700C　￥12540、パピヨンヴィンテージ 700C ￥11000）アレックス［650B］
EN24　￥4400、DM18　￥4950、サンエクシード［650B］￥8800、［650A］￥10780、アラヤ KP-80［650A］、ノグチ 650A　￥2000
タイヤ（1 本）　グランボア（セールブリュ　￥5005、セールヴェルテ　￥5005、シプレ 700　￥5005、シプレ　￥5005、リエール　￥5005、エキュルイユ　￥5885、エートル　
￥5005、ルナール　￥5005、ルートフォレスティエール）パナレーサー（ツーリングカスタム 650 × 35A　￥4400、コルデラヴィ 650 × 38A・オープン　￥3200、アメ　￥3200、
650 × 38B・オープン　￥3200、アメ　￥3200、グラベルキング SS 27.5x1.5　￥6490）仏式チューブ各種
ハンドルバー（すべて 25.4）　日東（B132AAF［390、400、420］　￥5170、B135AA［420］　￥4950、B136AA［400、420］　￥5000、B112AAF［380、400、420］　 ￥5500、
Mod.55 スペシャル［400-26.0］　￥7000　
バーテープ　VIVA・コットン（全 15 色）　￥1980、皮革製（グランボア　￥10780、BROOKS　￥10780）
ステム（すべて 25.4）　日東パール 6、7、8　￥12000、パール ALPS 6、7、8　￥13000、テクノミック DX50mm　￥8140、テクノミック DX50 のみ 26.0　￥8140
ブレーキ（1 台分）　シマノ（BR-CT91　￥3600、BR-CX50　￥9300）、ヨシガイ DC980　￥7700、ディズナカンティ（シルバー）［シュー別売］　￥5280、グランボア・シュエッ
ト　￥19800、マファック ･ レーサー　ブレーキシュー（ディズナ・クロスカンティブレーキシュー￥7700、クールストップ・マファッククリテ用　￥3280、タンデム用　￥3650）、
アーチワイヤー各種
ブレーキレバー　ダイアコンペ（135　￥3740、139　￥4840、175　￥6050、179　￥6930、204QC　￥5500、GC202　￥7700、GC202Q　￥11000）シマノ・BL-R400　￥5000、レバー
パッド各種、日泉ケーブル各種
クランク　サンエクシード・ファンライド SXC ポリッシュ（165　￥20000、170［欠品中］）、TA・シクロツーリスト（162.5　￥30000、165　￥30000、170　￥39000）、BB 各種
チェーンリング　T.A. シクロツーリスト（アウター 42T　￥5610、44T　￥5720、46T　￥5890、インナー 26T　￥4620、28T　￥4620、5 ピン　￥3850、W ピン　￥5720、T
ピン　￥6500）互換ピン各種、サンエクシード各種
フリー　IRD・サイクロンマークⅠ（5 速　13 〜 26T）　￥15000、シマノ・サンツアー替歯
チェン　シマノ（CN-M9100［12 速］　￥8300、CN-HG901［11 速］　￥6870、CN-6701［10 速］ ￥4065、CN-HG53［9 速］　￥3600、CN-HG40［5-8 速］　￥2095）、イズミ、カン
パ
ペダル　三ヶ島（シルバンロード・ネクスト　￥8690、シルバントラック・ネクスト　￥8690、シルバンツーリング・ネクスト　￥8690、シルバン・ストリーム・ネクスト　￥8690、
MASH　￥5060、トゥクリップ・トゥストラップ各種）リオター
ディレイラー　マイクロシフト　RD-R47S ￥7700、RD-R47 ￥7700、サンエクシード SXFD34　￥5940、SXRD51MB ポリッシュ￥14000、アテナシルバー、IRD
コントロールレバー　シマノ（SL-R400　￥4930、SL-7700　￥10000）、サンエクシード（SXDT08　￥6820）、ダイアコンペ　￥6160、エネシクロ　￥6160、アテナシルバー、ワ
イヤー各種
サドル　ジルベルトゥ（ガリビエ［チタン］　￥40000）BROOKS（B-17 スタンダード　￥23650、B-17S スタンダード［欠品中］B-17 チタン緑　￥39820）サドルオイル（BROOKS

［30g］￥1958、イデアルサドルグリス￥880、ジルベルトゥ・サドルワックス　￥1980）サドルカバー（BROOKS［サイズ M］　￥1980、サーファス　￥1430）
シートピラー　日東・S-65（26.8、27.0、27.2）　￥8690、S-65・SM-2　￥10780、SP-60（26.0、26.2、26.8、27.2）　￥2200、SP-75（26.8）　￥2200、エネシクロ（27.2）　￥8800
バッグ　オーストリッチ（F-104N［生成］　￥10000、F-104N-S［生成］　￥10000、F-104N-L［生成］　￥10700、F-104 スペシャル　￥10700、F-106　￥11770、SP-731 帆布　￥7590、
SP-731 スペシャル　￥10000、DLX サイドバッグ［生成］　￥13200）
輪行袋　オーストリッチ・SL-100S　￥10000、ウルトラ SL-100［オレンジ］　￥10000
キャリア　日東（M-12　￥12000、M-15　￥15000、M-18 ￥17050、NF-22［欠品中］ZL-60P ￥16000、ZL-60T ￥16000、キャンピー）、シルク製アプレオリジナル　￥12000
ヘッドパーツ　グランボア・ビンテージ　￥7700、輪行用　￥4400、タンゲ・RB661C［在庫限り］￥1650、タンゲ・MA60C　￥1650、丸石・アーレンキー脱着式輪行用　￥3000
ボトルケージ　日東（R　￥8140、T［欠品中］80　￥12210、500［欠品中］）
インフレーター　トピーク・ロードマスターブラスター　￥3850、SKS VX　￥1980、ゼファール HPX［サイズ 1、2、3］￥4730、ラピーズ 16.5㌅、ゼファール 18㌅
リフレクター　キムラ製作所（RF-24　￥4000、28　￥4000、28FL　￥2800、32　￥4000、32 ラレータイプ　￥4000、35　￥4500、38　￥4700、42　￥5000）キャットアイ（RR-
165GMR　￥330、RR-165SMR　￥660）
チェーンプロテクター　VIVA・チェーンステーラバー　￥500、チャンピオン　￥500
本　ハンドメイド自転車工房・フレームビルダーの流儀　￥1760、カンパニョーロ変速機データブック　￥3000、サンプレックス変速機データブック　￥3500、ユーレー変速機デー
タブック　￥3500、サンツアー変速機データブック　￥5000、シマノ変速機データブック　￥3500

［以上 2024 年 1 月 20 日現在／掲載の価格は予告なく変更することがあります］

〒 111-0035
東京都台東区西浅草 3-2-7-102
TEL&FAX.03-6802-7670
12:00-19:00（火・水・7 月休）
www.velo-apres.com


